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＜後記＞ 

◆当館は平成16年10月に学術情報システムを主たる担
当業務とする飯野勝則専門員を迎えました。 

◆今号こそは年度末ではなく、秋ごろの発行を目指し
ていましたが、ついに今日に至ってしまいました。 
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大学図書館の状況 
 
  現在、大学を巡る環境が刻々と変化をして

います。平成16年4月からの国立大学の独立

法人化、法科大学院等の専門大学院の立上げ、

18歳人口の減少による2007年度問題、研究分

野・教育分野における第三者評価の導入など、

今後の大学運営において大学独自の決断と努

力が迫られています。 

 

図書館業務の変容 
 

  ところで図書館では、出版形態の変化や図

書の電子化・情報の多様化（インターネットの

普及）などにより、業務も急速に変化してき

ています。図書館の役割はかわらないとして

も、情報管理、情報サービスともに高度で多

様になってきております。 

  情報化への対応としては、端末機器を効率

的に配置し、パソコンによる二次情報（目録

や索引等）を検索したり、インターネットで

外部情報検索できる環境を整備し、学習や研

究のための快適な空間を提供しています。 

  より具体的には、近年図書館情報化の急速

な進展のなかで、国立情報学研究所を中核と

したNACSIS－CAT共同分担目録作業による

データベース構築はいまや世界に誇るものと

なり、わが国だけにとどまらず海外の大学や

研究機関にもネットワークの輪を広げつつあ

ります。本学図書館で作成した書誌データを

登録すれば、そのデータを他の参加機関が利

用することができ、他機関がすでに作成した

データがあれば本学はそれを利用できます。

相互に利用し、全国的総合目録データベース

の構築を共同で行なうためには、目録データ

の品質管理が重要になってきます。さらに、

データベースの充実にともない、インターネ

ットを介してオンラインでの相互利用も活発

化してきており、ここ数年飛躍的な伸びをみ

せています。 

 

専　門　員 
 

  このような飛躍的な充実は、図書館員全員

の努力の賜物ですが、とりわけ「専門員」と

称するプロフェッショナルのライブラリアン

の活躍を抜きに語ることができません。ちな

みに現在、専門員は３名おり、いずれも京都

大学図書館での勤務経験を最大限に活かして

業務の改革･遂行に努めています。それぞれ

の専門分野（収書･参考調査を中心とする学

術情報サービス、古典籍資料組織を中心とす

る学術情報管理、学術情報システム）を担当

しつつ、全体の運営にも積極的に提言し、か

つまた他の課員の指導･養成にも当たるなど

文字通り図書館運営の中枢を担っています。

将来的にはさらに２名の増員を図る予定です

が、その中には、現専門員の指導による自前

養成の課員も含まれるかもしれません。「図

書館職員」つまり人材の育成・養成です。い

ずれにせよ、上述のような図書館業務の大変

革が極めて高度の専門的人材を要請している

ことに間違いはありません。本学図書館は他

の私立大学にいくらか先駆けてその端緒を開

いたといえましょう。 

 

おわりに 
 

　図書館を構成する三要素「建物」、「資料」、

「図書館員」のうち資料と建物は、まだまだ、

大学図書館の使命を達成するためには不十分

な部分があります。今後、限られた予算の範

囲内で学生や教員のニーズにあった事業サー

ビスの充実・拡充を計画的に実施し、学生に

は「学習と情報収集のために行かずにいられ

なくなるような楽しく、かつ知的な活気に満

ちた図書館」、教員には「豊富かつ体系的な

蔵書構築と、情報社会を積極的に活用しうる

機能的な研究図書館」と言われるような図書

館を確立したいと思っています。 

（図書課長･せざわ かつひろ） 

 

＜輪蔵だより＞ 

当館は平成17年3月に図書館コン

ピュータシステムの大規模なリプレ

イスを行います。そのため、例年よ

り多くの休館日数を要します。 

同時期に４階の参考調査窓口を１

階へ移設し、サービスカウンターの

集中を行います。 

しばらくご迷惑をおかけいたしま

すが、よりよいサービスを目指し、

準備をすすめておりますので、みな

さまのご協力をお願いいたします。 
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　ILLすなわちInterlibrary Loan（図書館相
互貸借）の歴史は古く、20世紀初頭の近代
ヨーロッパの図書館においても、既にその
意義は十分に理解され、広範囲における統
一目録の作成とともに、図書館に欠かせぬ
一要素としての足場を築いてきた。図書館
の歴史は「より多くの知識を提供する」図
書館を目指してきた歴史であるといえるが、
その流れの中で、図書館の先人たちは図書
館自身の物理的な巨大化を目指しつつ、そ
の限界を知り、現実的な妥協点を求めた。
その帰結として生まれた、図書館における
このような有機的な結合は、広範囲におけ
る学術情報の連接に他ならず、現代的な語
彙で言う学術情報ネットワークの先駆けで
あったといって過言ではない。以来、近代
から現代へと世紀単位での時が流れたが、
現代に生きる我々も、このILLの概念を一
つの要素として、より広い範囲での学術情
報ネットワークの構築を目指している。先
人たちが、いささかプリミティヴであっても、
広範囲における学術情報ネットワークを構
築し、統一的な意味での「標準的」図書館
サービスを目指したことは、我々にとって
も大きな啓示に値するに違いない。では、
情報化社会として成熟しつつある現代にお
いて、図書館の一体化、標準化を目指すILL
はどのような展望を持ちえるのだろうか。 
　日本におけるILLの中心となるネットワー
クシステムといえば、それは寸分の疑いな
く国立情報学研究所が主体となって運営す
るNacsis （National Center for Science Infor-

mation Systems）- ILLである。NIIホームペ
ージ上の2005年1月のデータによれば、実
に1,000組織以上が参加していることになっ
ているが、これはNacsis-ILLという存在が、
日本各地の大学図書館等で行われている
ILL業務の形態に対し、影響を与えるに十
分な組織数であると見て間違いない。従っ
てNacsis -  ILLの状況は、現在の典型的図
書館像を映し出す鏡の一つであると認識で
きる。 
　昨今、このNacs i s - I LLには新しい流れ
が生じ始めた。それは、国立、私立の設立
母体を問わず標準化され、整備されたILL
料金の相殺システムの稼働である。言葉の
響きを聞いただけでは無味乾燥なイメージ
をぬぐえない相殺システムであるが、実際
には、参加図書館に対し、ILL運営の効率化
を導き、より多くの利用を促進し、さらに
は相殺を軸にすることで、意識的、心理的
な一体化をも推し進めるという、極めて豊
潤な結果をもたらした。このような潮流の
行き先には、図書館の全国規模での一体化
が存在する。それは逆説的に言えば、全て
の図書館が一体化したサービスのもと「分
館」化していくことに他ならない。今の図
書館はそこに関わる人々の色々な思惑があ
るにせよ、そのような一定の貫流の中にある。
これは期待であり、そして確信であるのだが、
ILLが参加各館の均一な業務と均質なサー
ビス、そして均等な処理速度を通して図書
館を普遍化させるとき、図書館は新たな世
界に踏み込むにちがいない。 

　その他、Nacsis - ILLに代表されるよう
な、国家的統一機構としてのILLシステム
を求める流れは、決して日本だけのもので
はないことも、図書館の将来を占う上で、
重要なファクターとなりうる。例えば、
GIF（Global ILL Framework）プロジェクト
を通し、Nacsis -ILLと連携を強めつつある、
米国OCLC（Online  Computer Library Cen-
ter, Inc）や韓国Keris （Korea Education 
and Research Information Service）- ILL、
そしてNacsis - ILLと連携関係はないものの、
中国において現在全国ネットワークを形成
しつつあるCALIS中国高等教育文献保障系
　（China Academic Library & Information 
System）等は、その代表例である。その他、
2005年1月16日には、台湾において、旧来の
ILLシステムを全面的にリニューアルする
形で、NDDS全國文獻傳遞服務系統（Nat-
ionwide Document Delivery Service）という
新ILLシステムが成立したが、これも上記
の流れに沿ったものとみて間違いない。 
　このように目録システムの多言語化が進み、
異なる国家間での資源共有が可能になった
ことで、「智の集積体」である図書館が、そ
れぞれの国家レベルにおいて、統一的かつ
標準的に形成されつつある規格の下、ILL
業務を遂行していける状態になったことは、
大きな価値をもつ。それは図書館がその初
期段階から無意識に訴求し、自らの巨大化
を導いてきた「より多くの知識を提供でき
る」存在としての究極的目標が、その入口
段階において、象徴的に実現したことを示
しているからである。言葉を換えれば、実
態存在としての無限規模の図書館、その代
替としてのILLという概念が、よりはっき
りとした形で具現化していく、最初のステ
ップに他ならないからだとも言えるのだが、
いずれにせよ、このような国内、国外を問

わないILLの国家レベルでの統一化は、明
らかに過去から連綿として受け継がれてき
た「より多くの知識を提供する」図書館を
目指すという理想が、世界の多くの国々で
普遍化した存在であることの何よりの実証
となるであろう。従って、日本における
Nacs i s - ILLに依拠した標準化の流れは頗
る妥当であり、国家内の統一機構としての、
Nacs i s - ILLの存在感が増してきたのも、
また必然であるに違いない。当然、佛教大
学図書館としても、この流れに沿って自ら
の道筋を決定していく必要がある。 
　どんな事象であっても、国内的な統一の
次には国際的な連合が確かに存在する。実
のところ、私はグロバールスタンダードと
いう言葉や、統一という語感にはネガティ
ブな印象をぬぐえないのだが、近頃、図書
館に関してだけは肯定的な捉え方ができる
ようになった。 
　ここ数年で大容量のデータのやり取りが
進み、資料の電子化も加速度的に進みつつ
ある。著作権等、デジタル化したデータへ
の問題は山積しているが、社会の絶えざる
進歩の中で、やがてはこれらを解決しうる
方策が生み出されてくるに違いない。その
とき、より高速化し、巨大化した情報世界
において、ILLがどのような表情をみせる
学術情報ネットワークの構成物となるのか、
個人的には興味がつきない。ファレロンの
デメトリオスの進言を受け、「世界のあらゆ
る智」を集めるべく、プトレマイオス一世
の手で築かれた古代アレキサンドリア図書館。
以来2300年、あるいはその理想は、高度情
報化社会の中、ようやく実現への足がかり
が見えてきたといえるのではないだろうか。 

（図書館専門員・いいの　かつのり） 

 

飯 野 　 勝 則  

ILLから見る 
図書館情報ネットワークの展望 
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も大きな啓示に値するに違いない。では、
情報化社会として成熟しつつある現代にお
いて、図書館の一体化、標準化を目指すILL
はどのような展望を持ちえるのだろうか。 
　日本におけるILLの中心となるネットワー
クシステムといえば、それは寸分の疑いな
く国立情報学研究所が主体となって運営す
るNacsis （National Center for Science Infor-

mation Systems）- ILLである。NIIホームペ
ージ上の2005年1月のデータによれば、実
に1,000組織以上が参加していることになっ
ているが、これはNacsis-ILLという存在が、
日本各地の大学図書館等で行われている
ILL業務の形態に対し、影響を与えるに十
分な組織数であると見て間違いない。従っ
てNacsis -  ILLの状況は、現在の典型的図
書館像を映し出す鏡の一つであると認識で
きる。 
　昨今、このNacs i s - I LLには新しい流れ
が生じ始めた。それは、国立、私立の設立
母体を問わず標準化され、整備されたILL
料金の相殺システムの稼働である。言葉の
響きを聞いただけでは無味乾燥なイメージ
をぬぐえない相殺システムであるが、実際
には、参加図書館に対し、ILL運営の効率化
を導き、より多くの利用を促進し、さらに
は相殺を軸にすることで、意識的、心理的
な一体化をも推し進めるという、極めて豊
潤な結果をもたらした。このような潮流の
行き先には、図書館の全国規模での一体化
が存在する。それは逆説的に言えば、全て
の図書館が一体化したサービスのもと「分
館」化していくことに他ならない。今の図
書館はそこに関わる人々の色々な思惑があ
るにせよ、そのような一定の貫流の中にある。
これは期待であり、そして確信であるのだが、
ILLが参加各館の均一な業務と均質なサー
ビス、そして均等な処理速度を通して図書
館を普遍化させるとき、図書館は新たな世
界に踏み込むにちがいない。 

　その他、Nacsis - ILLに代表されるよう
な、国家的統一機構としてのILLシステム
を求める流れは、決して日本だけのもので
はないことも、図書館の将来を占う上で、
重要なファクターとなりうる。例えば、
GIF（Global ILL Framework）プロジェクト
を通し、Nacsis -ILLと連携を強めつつある、
米国OCLC（Online  Computer Library Cen-
ter, Inc）や韓国Keris （Korea Education 
and Research Information Service）- ILL、
そしてNacsis - ILLと連携関係はないものの、
中国において現在全国ネットワークを形成
しつつあるCALIS中国高等教育文献保障系
　（China Academic Library & Information 
System）等は、その代表例である。その他、
2005年1月16日には、台湾において、旧来の
ILLシステムを全面的にリニューアルする
形で、NDDS全國文獻傳遞服務系統（Nat-
ionwide Document Delivery Service）という
新ILLシステムが成立したが、これも上記
の流れに沿ったものとみて間違いない。 
　このように目録システムの多言語化が進み、
異なる国家間での資源共有が可能になった
ことで、「智の集積体」である図書館が、そ
れぞれの国家レベルにおいて、統一的かつ
標準的に形成されつつある規格の下、ILL
業務を遂行していける状態になったことは、
大きな価値をもつ。それは図書館がその初
期段階から無意識に訴求し、自らの巨大化
を導いてきた「より多くの知識を提供でき
る」存在としての究極的目標が、その入口
段階において、象徴的に実現したことを示
しているからである。言葉を換えれば、実
態存在としての無限規模の図書館、その代
替としてのILLという概念が、よりはっき
りとした形で具現化していく、最初のステ
ップに他ならないからだとも言えるのだが、
いずれにせよ、このような国内、国外を問

わないILLの国家レベルでの統一化は、明
らかに過去から連綿として受け継がれてき
た「より多くの知識を提供する」図書館を
目指すという理想が、世界の多くの国々で
普遍化した存在であることの何よりの実証
となるであろう。従って、日本における
Nacs i s - ILLに依拠した標準化の流れは頗
る妥当であり、国家内の統一機構としての、
Nacs i s - ILLの存在感が増してきたのも、
また必然であるに違いない。当然、佛教大
学図書館としても、この流れに沿って自ら
の道筋を決定していく必要がある。 
　どんな事象であっても、国内的な統一の
次には国際的な連合が確かに存在する。実
のところ、私はグロバールスタンダードと
いう言葉や、統一という語感にはネガティ
ブな印象をぬぐえないのだが、近頃、図書
館に関してだけは肯定的な捉え方ができる
ようになった。 
　ここ数年で大容量のデータのやり取りが
進み、資料の電子化も加速度的に進みつつ
ある。著作権等、デジタル化したデータへ
の問題は山積しているが、社会の絶えざる
進歩の中で、やがてはこれらを解決しうる
方策が生み出されてくるに違いない。その
とき、より高速化し、巨大化した情報世界
において、ILLがどのような表情をみせる
学術情報ネットワークの構成物となるのか、
個人的には興味がつきない。ファレロンの
デメトリオスの進言を受け、「世界のあらゆ
る智」を集めるべく、プトレマイオス一世
の手で築かれた古代アレキサンドリア図書館。
以来2300年、あるいはその理想は、高度情
報化社会の中、ようやく実現への足がかり
が見えてきたといえるのではないだろうか。 

（図書館専門員・いいの　かつのり） 
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－ 6－ － 5 － 

平成15年度　諸 統 計 平成15年度　諸 統 計 

主題別貸出冊数 

利用者別 

主題区分 

大学院 学部 大学院 学部 

通　　　学 通　　　信 

和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書 

 0類　総　 記 137 0 1 0 52 0 0 0 12 0 10 1 212 1 

1類　哲　 学 7,728 75 2,645 145 3,010 12 595 10 565 42 1,014 65 15,557 349 

 2類　歴　 史 5,049 10 1,485 1 1,184 0 150 6 314 3 304 5 8,486 25 

 3類　社会科学 15,948 6 2,164 29 7,951 8 325 1 501 58 506 46 27,395 148 

 4類　自然科学 1,568 0 321 9 721 0 9 0 43 5 76 0 2,738 14 

 5類　技　 術 985 0 99 0 120 0 8 0 38 0 36 0 1,286 0 

 6類　産　 業 559 0 118 0 81 0 4 0 34 0 14 4 810 4 

 7 類　芸 　 術 1,969 0 183 0 350 1 43 0 77 0 118 0 2,740 1 

8類　言　 語 4,323 11 664 8 1,162 4 156 10 349 4 418 21 7,072 58 

 9類　文　 学 4,652 14 719 34 1,672 28 275 29 271 15 263 41 7,852 161 

分 類 な し 3 2 7 2 0 0 0 0 15 3 24 1 49 8 

　　　計 42,921 118 8,406 228 16,303 53 1,565 56 2,219 130 2,783 184 74,197 769 

 中　国　書 16 56 24 0 26 42 164  

国　　　書 1 11 10 3 0 0 25 

 佛　　　書 0 0 0 0 53 0 53  

宗　　　書 6 13 0 0 19 0 38 

 文　　　庫 3 50 0 0 56 0 109 

 そ　の　他 6 7 8 4 6 5 36  

　合　計 43,071 8,771 16,398 1,628 2,509 3,014 75,391

注：利用者別の「その他」欄には、研究生・研究員・卒業生・事務用利用等を含む。  

主題別整理冊数（単行本）  

主　題　別　　和書 　中国書　 洋 書　　計 

注：2003年度に大学で受入登録された単行書の通常整 

　　理（データ入力済）分 である。（　）内は内数である。 

資料区分別受入冊数 

 図 書（単行本） 12,931 4,230 1,509 0 18,670 

 逐 次 刊 行 物 2,151 111 390 0 2,652 

 マイクロ資料 700 2 232 0 934 

 点 字 資 料 1 0 0 0 1 

 地 図 資 料 20 13 0 0 33 

 楽 譜 資 料 7 0 4 0 11 

 録 音 資 料 22 24 3 0 49 

 映 像 資 料 401 81 13 0 495 

 静 止 画 像 0 0 14 0 14 

 機械可読ファイル 112 46 3 0 161 

 複 製 資 料 42 3 0 0 45 

 そ　の　他 0 0 0 11 11 

　 小　　　計　 1,305 169 269 11 1,754 

 　合　　　計 16,387 4,510 2,168 11 23,076

資　料　区　分　和書　中国書　洋書　その他　　計 

 

マ

イ

ク

ロ

資

料

・

そ

の

他

 

注：図書（単行本）は、大学資産として受け入れられた全冊数 

      であり、通常整理と簡易整理（学術研究助成分など）に分 

     けられる。逐次刊行物は、製本雑誌の登録数である。  

　　　　 内国書　　　　外国書　　　　合　計 

図書 632,849冊 159,055冊 791,904冊 

雑誌 5,812種 1,972種 7,784種 

蔵書数（平成15年5月1日現在）  

0  類 

1  類 

　（14） 

　（18） 

2  類 

　（21） 

　（22） 

3  類 

　（36） 

　（369） 

　（37） 

4  類 

　（49） 

5  類 

6  類 

7  類 

8  類 

　（81） 

　（82） 

　（83） 

9  類 

　（91） 

　（92） 

　（93） 

  799  339  25  1,163  

  1,354  684  455  2,493  

  （214） （0） （34） （248） 

  （483） （94） （197） （774） 

  1,571  1,078  80  2,729  

  （1,071） （1） （29） （1,101） 

  （206） （893） （17） （1,116） 

  3,550  169  316  4,035  

  （645） （15） （107） （767） 

  （446） （0） （22） （468） 

  （1,013） （11） （70） （1,094） 

  472  9  38  519  

  （305） （3） （22） （330） 

  274  4  11  289  

  182  18  12  212  

  552  82  22  656  

  214  114  45  373  

  （107） （1） （0） （108） 

  （67） （112） （12） （191） 

  （18） （0） （10） （28） 

  1,154  424  225  1,803  

  （807） （1） （2） （810） 

  （103） （422） （3） （528） 

  （146） （0） （154） （300） 

　合　　計 10,122  2,921  1,229  14,272 

総　記  

哲　学  

心理学  

仏　教  

歴　史  

日本史  

東洋史  

社会科学 

社会学  

社会福祉 

教　育  

自然科学 

医　学  

技　術  

産　業  

芸　術  

言　語  

日本語  

中国語  

英　語  

文　学  

日本文学 

中国文学 

英米文学 

教職員 その他 合　計 

注：図書は、大学全体の所蔵数である。 
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－ 6－ － 5 － 

平成15年度　諸 統 計 平成15年度　諸 統 計 

主題別貸出冊数 

利用者別 

主題区分 

大学院 学部 大学院 学部 

通　　　学 通　　　信 

和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書　和書　洋書 

 0類　総　 記 137 0 1 0 52 0 0 0 12 0 10 1 212 1 

1類　哲　 学 7,728 75 2,645 145 3,010 12 595 10 565 42 1,014 65 15,557 349 

 2類　歴　 史 5,049 10 1,485 1 1,184 0 150 6 314 3 304 5 8,486 25 

 3類　社会科学 15,948 6 2,164 29 7,951 8 325 1 501 58 506 46 27,395 148 

 4類　自然科学 1,568 0 321 9 721 0 9 0 43 5 76 0 2,738 14 

 5類　技　 術 985 0 99 0 120 0 8 0 38 0 36 0 1,286 0 

 6類　産　 業 559 0 118 0 81 0 4 0 34 0 14 4 810 4 

 7 類　芸 　 術 1,969 0 183 0 350 1 43 0 77 0 118 0 2,740 1 

8類　言　 語 4,323 11 664 8 1,162 4 156 10 349 4 418 21 7,072 58 

 9類　文　 学 4,652 14 719 34 1,672 28 275 29 271 15 263 41 7,852 161 

分 類 な し 3 2 7 2 0 0 0 0 15 3 24 1 49 8 

　　　計 42,921 118 8,406 228 16,303 53 1,565 56 2,219 130 2,783 184 74,197 769 

 中　国　書 16 56 24 0 26 42 164  

国　　　書 1 11 10 3 0 0 25 

 佛　　　書 0 0 0 0 53 0 53  

宗　　　書 6 13 0 0 19 0 38 

 文　　　庫 3 50 0 0 56 0 109 

 そ　の　他 6 7 8 4 6 5 36  

　合　計 43,071 8,771 16,398 1,628 2,509 3,014 75,391

注：利用者別の「その他」欄には、研究生・研究員・卒業生・事務用利用等を含む。  

主題別整理冊数（単行本）  

主　題　別　　和書 　中国書　 洋 書　　計 

注：2003年度に大学で受入登録された単行書の通常整 

　　理（データ入力済）分 である。（　）内は内数である。 

資料区分別受入冊数 

 図 書（単行本） 12,931 4,230 1,509 0 18,670 

 逐 次 刊 行 物 2,151 111 390 0 2,652 

 マイクロ資料 700 2 232 0 934 

 点 字 資 料 1 0 0 0 1 

 地 図 資 料 20 13 0 0 33 

 楽 譜 資 料 7 0 4 0 11 

 録 音 資 料 22 24 3 0 49 

 映 像 資 料 401 81 13 0 495 

 静 止 画 像 0 0 14 0 14 

 機械可読ファイル 112 46 3 0 161 

 複 製 資 料 42 3 0 0 45 

 そ　の　他 0 0 0 11 11 

　 小　　　計　 1,305 169 269 11 1,754 

 　合　　　計 16,387 4,510 2,168 11 23,076

資　料　区　分　和書　中国書　洋書　その他　　計 

 

マ

イ

ク

ロ

資

料

・

そ

の

他

 

注：図書（単行本）は、大学資産として受け入れられた全冊数 

      であり、通常整理と簡易整理（学術研究助成分など）に分 

     けられる。逐次刊行物は、製本雑誌の登録数である。  

　　　　 内国書　　　　外国書　　　　合　計 

図書 632,849冊 159,055冊 791,904冊 

雑誌 5,812種 1,972種 7,784種 

蔵書数（平成15年5月1日現在）  

0  類 

1  類 

　（14） 

　（18） 

2  類 

　（21） 

　（22） 

3  類 

　（36） 

　（369） 

　（37） 

4  類 

　（49） 

5  類 

6  類 

7  類 

8  類 

　（81） 

　（82） 

　（83） 

9  類 

　（91） 

　（92） 

　（93） 

  799  339  25  1,163  

  1,354  684  455  2,493  

  （214） （0） （34） （248） 

  （483） （94） （197） （774） 

  1,571  1,078  80  2,729  

  （1,071） （1） （29） （1,101） 

  （206） （893） （17） （1,116） 

  3,550  169  316  4,035  

  （645） （15） （107） （767） 

  （446） （0） （22） （468） 

  （1,013） （11） （70） （1,094） 

  472  9  38  519  

  （305） （3） （22） （330） 

  274  4  11  289  

  182  18  12  212  

  552  82  22  656  

  214  114  45  373  

  （107） （1） （0） （108） 

  （67） （112） （12） （191） 

  （18） （0） （10） （28） 

  1,154  424  225  1,803  

  （807） （1） （2） （810） 

  （103） （422） （3） （528） 

  （146） （0） （154） （300） 

　合　　計 10,122  2,921  1,229  14,272 

総　記  

哲　学  

心理学  

仏　教  

歴　史  

日本史  

東洋史  

社会科学 

社会学  

社会福祉 

教　育  

自然科学 

医　学  

技　術  

産　業  

芸　術  

言　語  

日本語  

中国語  

英　語  

文　学  

日本文学 

中国文学 

英米文学 

教職員 その他 合　計 

注：図書は、大学全体の所蔵数である。 
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代
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・
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退
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伝
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来
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こ
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初
期
に
唐
か
ら
伝
え
ら
れ
た
兜
跋

毘
沙
門
天
が
王
城
鎮
護
を
願
っ
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
の
で
す
が
、
現
在
、
東
寺

に
ま
し
ま
す
重
要
文
化
財
の
木
像
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
安
京
造
営
時
の
大
内
裏
は
現
在
の
御
所
の
位
置
で
は
な
く
南
端
が
二
条
通

り
、
羅
城
門
か
ら
大
内
裏
へ
と
洛
中
を
貫
く
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
朱
雀
大
路
は

お
お
よ
そ
現
在
の
千
本
通
り
に
あ
た
り
ま
す
。 

羅
城
門
は
現
在
そ
の
姿
を
み
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
本
学
か
ら
千
本
通

り
を
南
へ
下
っ
た
九
条
大
路
北
側
に
「
羅
城
門
遺
址
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

お
り
、「
唐
橋
羅
城
門
町
」
と
い
う
地
名
に
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

【
関
連
作
品
】 

　『
今
昔
物
語
集
』、『
平
家
物
語
』、『
太
平
記
』、『
酒
呑
童
子
』、
謡
曲
『
羅
生

門
』、『
大
江
山
』、『
土
蜘
蛛
』、
小
説
『
羅
生
門
』、
映
画
『
羅
生
門
』
な
ど 

 

【
も
の
が
た
り
の
あ
ら
す
じ
】 

京
の
都
で
貴
賎
を
と
わ
ず
見
目
麗
し
い
女
性
が
次
々
に
う
せ
る
こ
と
百
人
を

超
す
と
い
う
事
態
に
、
原
因
を
陰
陽
師
に
占
わ
せ
る
と
丹
波
国
・
大
江
山
の
鬼

神
の
仕
業
と
い
う
。 

勅
命
を
う
け
た
源
頼
光
が
こ
の
鬼
神
を
退
治
し
た
も
の
の
、
酒
宴
の
席
に
て

大
江
山
で
討
ち
も
ら
し
た
眷
属
の
鬼
が
こ
ん
ど
は
都
の
羅
城
門
に
棲
み
、
人
々

の
往
来
を
妨
げ
て
い
る
と
い
う
噂
を
き
き
、
ほ
っ
て
お
け
な
く
な
っ
た
頼
光
・

四
天
王
の
ひ
と
り
渡
辺
綱
の
願
い
に
よ
り
、
頼
光
は
太
刀
・
膝
丸
を
預
け
て
鬼

神
退
治
に
向
か
わ
せ
る
。 

綱
は
羅
城
門
に
て
鬼
と
戦
い
、
あ
わ
や
討
た
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
鬼
の

右
手
首
を
切
り
落
と
し
、
持
ち
帰
る
。
こ
の
の
ち
膝
丸
の
銘
は
鬼
切
と
改
め
ら

れ
た
。 

そ
の
後
は
羅
城
門
で
鬼
を
見
か
け
る
と
い
う
噂
も
な
く
な
り
、
往
来
も
た
や

す
く
な
っ
た
が
、
頼
光
は
病
に
冒
さ
れ
、
医
師
の
治
療
や
加
持
祈
祷
を
も
っ
て

し
て
も
治
る
気
配
が
な
い
。
人
々
は
鬼
神
の
祟
り
と
噂
す
る
が
、
あ
る
者
が
大

和
国
・
宇
陀
の
森
に
棲
む
鬼
神
を
退
治
す
れ
ば
眷
属
絶
え
て
祟
り
も
鎮
ま
る
は

ず
と
い
う
。 

こ
れ
を
聞
い
た
頼
光
は
綱
を
し
て
、
こ
の
度
は
家
宝
の
名
刀
・
髭
切
を
預
け

て
立
ち
向
か
わ
せ
る
。
綱
は
女
房
の
姿
に
変
装
し
て
宇
陀
の
森
へ
と
向
か
う
。

鬼
神
は
な
か
な
か
現
れ
ず
、
二
十
歳
ば
か
り
の
女
房
に
遭
遇
し
、
女
房
の
家
で

の
宿
泊
な
ら
び
に
夜
明
け
て
の
ち
の
出
立
を
勧
め
ら
れ
る
。 

綱
は
こ
の
女
房
こ
そ
が
鬼
神
で
あ
る
と
ひ
そ
か
に
身
構
え
る
。
女
房
の
家
に

案
内
さ
れ
、
気
を
許
す
か
に
見
え
た
そ
の
と
き
鬼
神
は
姿
を
あ
ら
わ
す
が
、
構

え
て
い
た
綱
は
す
こ
し
も
あ
わ
て
ず
鬼
の
手
首
を
切
り
落
と
し
て
持
ち
帰
っ
た

と
こ
ろ
、
や
が
て
頼
光
の
病
も
癒
え
る
こ
と
と
な
る
。
手
首
を
落
と
し
た
だ
け

な
の
で
油
断
は
出
来
ず
、
こ
の
後
を
占
わ
せ
る
に
七
日
間
の
物
忌
み
を
勧
め
ら

れ
る
。
物
忌
み
六
日
目
に
河
内
国
・
高
安
に
住
む
頼
光
の
母
に
姿
を
変
え
た
鬼

神
が
訪
ね
て
く
る
。
物
忌
み
満
了
予
定
の
翌
日
に
会
う
旨
を
伝
え
る
が
、
い
ま

す
ぐ
会
い
た
い
と
泣
き
叫
ぶ
母
（
実
は
鬼
神
）
に
屈
し
、
扉
を
開
け
て
し
ま

い
、
つ
い
に
は
唐
櫃
に
封
じ
た
鬼
の
手
首
ま
で
見
せ
て
し
ま
う
。
鬼
神
は
自
分

の
手
首
で
あ
る
と
取
り
戻
す
が
、
綱
、
頼
光
に
再
度
討
ち
取
ら
れ
る
。 

（
図
書
館
専
門
員
・
ふ
る
か
わ
　
ち
か
） 
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書
　
誌
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巻
子
仕
立
て
の
本
体
に
は
内
題
外
題
と
も
に
な
く
、
標
題
は
箱
蓋
題
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
丁
子
茶
色
地
に
金
糸
を
使
っ
た
桜
花
織
模
様
の
あ
る
布
表
紙
に

濃
紫
の
平
紐
を
巻
き
、
見
返
し
に
は
布
目
の
金
箔
を
置
く
。
厚
手
鳥
子
紙
の
天

地
に
金
砂
子
・
切
箔
を
散
ら
し
、
金
彩
下
絵
を
施
し
た
本
紙
は
裏
地
に
も
雲
母

（
き
ら
）
を
引
い
た
豪
華
な
絵
巻
で
あ
る
。
本
紙
（
詞
書
部
分
）
は
狭
い
部
分

で
幅
二
二
・
八
、
広
い
部
分
で
は
五
〇
セ
ン
チ
を
こ
え
る
。 

納
め
ら
れ
た
箱
の
蓋
に
は
「
ろ
第
四
拾
八
號
」
と
の
貼
紙
付
番
が
な
さ
れ
て

い
る
。 

御
伽
草
子
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羅
生
門
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川
　 

千
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◆
新
収
資
料
紹
介 

 

標
　
題
：
羅
生
門 

箱
蓋
題
：
羅
生
門 

製
　
作
：
江
戸
時
代
・
寛
文
ご
ろ
か 

形
　
態
：
巻
子 

数
　
量
：
二
軸 

巻
　
紐
：
濃
紫
平
紐 

題
　
簽
：
金
紙 

表
　
紙
：
丁
子
茶
色
地
に
金
糸
織
文

様
布
表
紙 

見
　
返
：
表
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返
し
に
金
箔
置
紙 

本
　
紙
：
金
彩
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花
下
絵
鳥
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絵
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地
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母
引 

紙
　
高
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三
二
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八
㎝ 

軸
　
高
：
約
三
五
・
〇
㎝ 

軸
　
先
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牙 

詞
　
書
：
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文 

　
（
一
箇
所
振
仮
名
付
、
一
部
濁
点
有
） 
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近
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に
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う
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は
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伽

草
子
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羅
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門
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だ
け
で
は
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、
多
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の
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の
な
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に
取
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込
ま
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ま
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ま
た
、
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城
門
の
楼
閣
上
に
は
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時
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期
に
唐
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伝
え
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た
兜
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毘
沙
門
天
が
王
城
鎮
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を
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て
祀
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た
と
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う
の
で
す
が
、
現
在
、
東
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に
ま
し
ま
す
重
要
文
化
財
の
木
像
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

平
安
京
造
営
時
の
大
内
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は
現
在
の
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所
の
位
置
で
は
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南
端
が
二
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通

り
、
羅
城
門
か
ら
大
内
裏
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と
洛
中
を
貫
く
メ
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ス
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は
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の
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に
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す
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は
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み
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き
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ん
が
、
本
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ら
千
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通

り
を
南
へ
下
っ
た
九
条
大
路
北
側
に
「
羅
城
門
遺
址
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て

お
り
、「
唐
橋
羅
城
門
町
」
と
い
う
地
名
に
そ
の
名
残
を
と
ど
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い
ま
す
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と
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江
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の
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の
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を
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こ
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鬼
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退
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酒
宴
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大
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で
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ち
も
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し
た
眷
属
の
鬼
が
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ど
は
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の
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に
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み
、
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来
を
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る
と
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噂
を
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、
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な
く
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た
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四
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王
の
ひ
と
り
渡
辺
綱
の
願
い
に
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、
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・
膝
丸
を
預
け
て
鬼

神
退
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城
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に
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鬼
と
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、
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や
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た
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る
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と
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と
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を
鬼
の
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を
切
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と
し
、
持
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る
。
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の
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は
鬼
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と
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た
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後
は
羅
城
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で
鬼
を
見
か
け
る
と
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噂
も
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く
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り
、
往
来
も
た
や

す
く
な
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た
が
、
頼
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は
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に
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さ
れ
、
医
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の
治
療
や
加
持
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祷
を
も
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て

し
て
も
治
る
気
配
が
な
い
。
人
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は
鬼
神
の
祟
り
と
噂
す
る
が
、
あ
る
者
が
大

和
国
・
宇
陀
の
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に
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鬼
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を
退
治
す
れ
ば
眷
属
絶
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て
祟
り
も
鎮
ま
る
は
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と
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う
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こ
れ
を
聞
い
た
頼
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は
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を
し
て
、
こ
の
度
は
家
宝
の
名
刀
・
髭
切
を
預
け

て
立
ち
向
か
わ
せ
る
。
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は
女
房
の
姿
に
変
装
し
て
宇
陀
の
森
へ
と
向
か
う
。

鬼
神
は
な
か
な
か
現
れ
ず
、
二
十
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ば
か
り
の
女
房
に
遭
遇
し
、
女
房
の
家
で

の
宿
泊
な
ら
び
に
夜
明
け
て
の
ち
の
出
立
を
勧
め
ら
れ
る
。 
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は
こ
の
女
房
こ
そ
が
鬼
神
で
あ
る
と
ひ
そ
か
に
身
構
え
る
。
女
房
の
家
に
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内
さ
れ
、
気
を
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す
か
に
見
え
た
そ
の
と
き
鬼
神
は
姿
を
あ
ら
わ
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が
、
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て
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た
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は
す
こ
し
も
あ
わ
て
ず
鬼
の
手
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を
切
り
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と
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持
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と
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ろ
、
や
が
て
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の
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も
癒
え
る
こ
と
と
な
る
。
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を
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と
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た
だ
け

な
の
で
油
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は
出
来
ず
、
こ
の
後
を
占
わ
せ
る
に
七
日
間
の
物
忌
み
を
勧
め
ら

れ
る
。
物
忌
み
六
日
目
に
河
内
国
・
高
安
に
住
む
頼
光
の
母
に
姿
を
変
え
た
鬼

神
が
訪
ね
て
く
る
。
物
忌
み
満
了
予
定
の
翌
日
に
会
う
旨
を
伝
え
る
が
、
い
ま

す
ぐ
会
い
た
い
と
泣
き
叫
ぶ
母
（
実
は
鬼
神
）
に
屈
し
、
扉
を
開
け
て
し
ま

い
、
つ
い
に
は
唐
櫃
に
封
じ
た
鬼
の
手
首
ま
で
見
せ
て
し
ま
う
。
鬼
神
は
自
分

の
手
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で
あ
る
と
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戻
す
が
、
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、
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光
に
再
度
討
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る
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巻
子
仕
立
て
の
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に
は
内
題
外
題
と
も
に
な
く
、
標
題
は
箱
蓋
題
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
丁
子
茶
色
地
に
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糸
を
使
っ
た
桜
花
織
模
様
の
あ
る
布
表
紙
に

濃
紫
の
平
紐
を
巻
き
、
見
返
し
に
は
布
目
の
金
箔
を
置
く
。
厚
手
鳥
子
紙
の
天

地
に
金
砂
子
・
切
箔
を
散
ら
し
、
金
彩
下
絵
を
施
し
た
本
紙
は
裏
地
に
も
雲
母

（
き
ら
）
を
引
い
た
豪
華
な
絵
巻
で
あ
る
。
本
紙
（
詞
書
部
分
）
は
狭
い
部
分

で
幅
二
二
・
八
、
広
い
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分
で
は
五
〇
セ
ン
チ
を
こ
え
る
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納
め
ら
れ
た
箱
の
蓋
に
は
「
ろ
第
四
拾
八
號
」
と
の
貼
紙
付
番
が
な
さ
れ
て

い
る
。 

御
伽
草
子
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生
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古
川
　 

千
佳 

◆
新
収
資
料
紹
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標
　
題
：
羅
生
門 

箱
蓋
題
：
羅
生
門 

製
　
作
：
江
戸
時
代
・
寛
文
ご
ろ
か 

形
　
態
：
巻
子 

数
　
量
：
二
軸 

巻
　
紐
：
濃
紫
平
紐 

題
　
簽
：
金
紙 

表
　
紙
：
丁
子
茶
色
地
に
金
糸
織
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様
布
表
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見
　
返
：
表
地
折
返
し
に
金
箔
置
紙 

本
　
紙
：
金
彩
草
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下
絵
鳥
子
紙
に

極
彩
色
絵
お
よ
び
墨
書
詞
書 

裏
　
地
：
雲
母
引 

紙
　
高
：
約
三
二
・
八
㎝ 

軸
　
高
：
約
三
五
・
〇
㎝ 

軸
　
先
：
象
牙 

詞
　
書
：
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文 

　
（
一
箇
所
振
仮
名
付
、
一
部
濁
点
有
） 
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そ
も

く
に
ん
わ
う
五
十
六
代
の
み
か
と
せ 

い
わ
天
わ
う
の
御
ま
こ
た
ヽ
の
ま
ん
ち
う 

と
申
は
ち
か
ら
世
に
聞
え
き
り
や
う
た
く 

ま
し
く
し
て
ふ
よ
う
の
聞
え
有
け
れ
は 

こ
れ
日
本
ふ
し
の
す
い
一
な
り
と
て
は 

し
め
て
け
ん
し
の
し
や
う
を
給
は
り 

く
に

く
の
ぢ
ら
ん
を
し
つ
め
給
ふ
か
そ 

の
御
子
津
の
か
み
よ
り
み
つ
あ
と
を
つ 

き
は
ん
し
や
う
し
た
ま
ふ
時
に
あ
た
つ 

て
都
に
ふ
し
き
な
る
事
共
あ
り
大
臣 

公
卿
の
御
む
す
め
土
民
百
姓
の
む
す
め
を 

き
ら
は
す
見
め
か
た
ち
の
い
つ
く
し
き
は 

い
つ
く
と
も
な
く
う
せ
け
る
と
て
う
れ
へ
に 

し
つ
む
も
の
お
ほ
か
り
け
り
は
し
め
ひ 

と
り
ふ
た
り
の
ほ
と
は
わ
り
な
く
人
に 

そ
ゝ
な
は
さ
れ
け
る
に
や
あ
る
ひ
は
お
や 

の
い
さ
め
も
う
と
ま
し
く
か
く
れ
う
せ
ぬ 

と
お
も
ひ
し
か
こ
ゝ
に
も
み
え
す
か
し
こ
に
も 

う
せ
ぬ
と
い
ふ
ほ
と
に
こ
そ
あ
れ
す
て
に 

ら
く
ち
う
に
百
よ
人
に
を
よ
へ
り
こ
れ
た
ゝ 

事
に
あ
ら
す
と
て
か
み
一
人
よ
り
下
は
ん 

み
ん
に
い
た
る
ま
て
わ
か
身
ひ
と
り
の
な
け 

き
と
な
れ
り
い
か
さ
ま
こ
れ
は
人
の
し
わ
さ 

に
あ
ら
す
と
て
お
ん
や
う
の
は
か
せ
を
め 

し
て
う
ら
な
は
せ
給
ふ
處
に
う
ら
か
た 

の
お
も
て
か
ん
も
ん
の
も
つ
て
い
わ
く
み
や 

こ
の
に
し
た
ん
は
の
く
に
よ
り
わ
さ
は
ひ 

を
な
す
つ
ゐ
に
は
世
を
か
た
ふ
け
わ
う
ゐ 

を
を
か
さ
ん
と
す
る
よ
し
か
ん
か
へ
け
れ
は 

い
か
ゝ
し
て
か
れ
ら
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
と
く 

き
や
う
せ
ん
き
あ
り
け
る
に
と
か
く
せ
つ 

津
の
か
み
み
な
も
と
の
ら
い
く
わ
う
を
め
し 

て
か
れ
に
お
ほ
せ
て
た
い
ち
あ
れ
か
し
と 

そ
う
も
ん
申
さ
れ
け
れ
は 

　
　
　
　
　
　
み
か
と
け
に 

　
　
　
　
　
　
　
も
と
お
ほ
し
め
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
す
な
は
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頼
光
ち
よ
く
め
い
に
し
た
か
ひ
や
す 

く
と
御
う
け
申
し
ゆ
く
し
よ
へ
か
へ 

り
さ
ふ
ら
ひ
た
ち
を
ち
か
つ
け
我
ふ
し 

き
の
ち
よ
く
め
い
を
か
う
む
り
た
ん
は 

の
く
に
大
江
山
の
き
し
ん
を
う
つ
て
に 

む
か
ふ
な
り
わ
れ
と
お
も
は
ん
人
々
は
供 

し
て
た
へ
と
の
た
ま
へ
は
つ
は
も
の
お 

ほ
し
と
申
せ
と
も
つ
な
き
ん
と
き
さ
た 

み
つ
す
ゑ
た
け
と
て
四
天
わ
う
と 

聞
え
し
人
に
藤
原
の
ほ
う
し
や
う
を 

一
人
く
わ
へ
以
上
六
人
の
人
々
山
ふ
し
の 

す
か
た
に
御
身
を
か
へ
大
え
山
に
し
の 

ひ
い
り
さ
し
も
つ
う
り
き
ひ
き
や
う
の 

鬼
と
も
の
七
十
五
き
か
く
ひ
を
と
り 

こ
ゝ
か
し
こ
に
て
と
ら
れ
し
女
は
う
と 

も
を
み
な

く
め
し
つ
れ
て
か
へ
ら
せ
た 

ま
ふ
か
ま
こ
と
に
こ
れ
わ
う
め
い
お
も
く 

し
て
せ
ん
し
に
お
そ
れ
き
し
ん
ほ
ろ 

ひ
け
る
と
い
ひ
な
か
ら
人
々
の
て
か
ら
の
ほ 

と
人
け
ん
の
わ
さ
と
は
み
え
さ
り
け
り 

さ
て
こ
そ
天
下
し
つ
ま
り
て
は
ん
み
ん 

よ
ろ
こ
ひ
け
る
と
な
り
こ
れ
し
か
し
な 

か
ら
頼
光
の
ふ
ゆ
う
す
く
れ
た
る
に
よ 

り
て
な
り
と
て
す
な
は
ち
く
わ
ん
ゐ
を 

こ
え
あ
ま
た
し
よ
り
や
う
を
給
は
り
い
よ 

く
名
た
か
く
き
こ
え
け
る
扨
ま
た 

あ
る
夜
の
つ
れ

く
に
頼
光
は
五
人 

の
人
々
を
よ
ひ
あ
つ
め
う
た
ひ
さ
か
も 

り
し
た
ま
ひ
て
た
か
ひ
に
え
い
く
わ 

し
た
ま
ひ
け
る
折
ふ
し
こ
ゝ
か
し
こ
の 

物
か
た
り
し
た
ま
ひ
て
ほ
う
し
や
う
申 

さ
り
け
る
は
さ
て
も
大
江
山
の
き
し
ん
を 

た
い
ら
け
世
も
し
つ
ま
り
ぬ
さ
れ
と
も 

う
ち
も
ら
し
つ
る
そ
の
け
ん
そ
く
の
お
に 

と
う
し
の
ら
し
や
う
も
ん
に
す
み
て
さ
る 

の
刻
よ
り
九
て
う
あ
た
り
は
人
の
か
よ 

ひ
も
た
や
す
か
ら
す
と
う
け
た
ま
は
る 

め
ん

く
は
し
ろ
し
め
さ
す
や
と
か
た 

り
け
り
人
々
こ
れ
を
き
ゝ
た
ま
ひ 
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か
さ
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さ
や
う
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つ
な
此
よ
し
を
き
ゝ
こ
れ
は
ほ
う
し
や 

う
の
物
か
た
り
と
も
お
ほ
え
す
く
に
を 

へ
た
て
ゝ
山
を
こ
へ
い
つ
く
の
し
ま
に 

き
し
ん
す
む
な
と
ゝ
い
は
ゝ
ま
こ
と
ゝ
も 

お
も
ふ
へ
し
す
て
に
と
う
し
の
ら
し
や 

う
も
ん
は
わ
う
し
や
う
の
南
門
な
れ
は
い 

か
に
と
し
て
き
し
ん
の
す
む
へ
き
そ
や 

た
と
へ
す
め
は
と
て
我

く
か
く
て 

あ
る
う
へ
は
す
ま
せ
て
を
く
へ
き
か
惣 

し
て
ほ
う
し
や
う
は
そ
の
身
の
に
よ
は
う 

な
る
に
ま
か
せ
て
京
わ
ら
ん
へ
の
く
ち 

す
さ
み
を
ま
こ
と
ゝ
お
も
ひ
御
ま
へ
に 

て
の
物
か
た
り
は
は
ゝ
か
り
お
ほ
く
お
ほ 

へ
た
り
そ
の
う
へ
こ
の
つ
は
も
の
と
も 

大
江
山
の
き
し
ん
を
う
ち
も
ら
し
ぬ
る 

な
と
ゝ
い
は
ゝ
か
つ
う
は
ち
し
よ
く
の
い
た
り 

な
り
よ
そ
に
て
の
聞
え
も
む
ね
ん 

な
る
へ
し
と
さ
ん

く
に
あ
つ
こ
う
申
さ 

れ
け
れ
は
ほ
う
し
や
う
よ
し
な
き
事
を 

か
た
り
出
し
め
ん
ほ
く
な
け
に
て
色
を 

そ
ん
し
い
か
に
そ
れ
か
し
も
た
し
か
に 

し
り
た
る
と
申
さ
は
こ
そ
人
の
か
た
れ 

は
聞
つ
た
へ
さ
し
き
の
け
う
に
申
つ 

れ
し
よ
せ
ん
御
身
と
こ
ゝ
に
て
あ
ら 

そ
ひ
申
と
も
ま
こ
と
い
つ
は
り
は
し
り 

か
た
し
さ
ほ
と
に
ふ
し
き
に
あ
る
な
ら
は 

こ
よ
ひ
に
て
も
か
の
ら
し
や
う
も
ん
へ 

ゆ
き
あ
る
か
な
き
か
を
見
た
ま
へ
見 

た
る
こ
そ
せ
う
こ
な
れ
そ
れ
か
し
あ
し 

き
物
か
た
り
し
て
御
ま
へ
の
け
う
を
さ 

ま
し
申
事
御
め
ん
あ
れ
と
て
か
ら 

く
と
わ
ら
は
れ
け
る
つ
な
こ
の
よ
し
を 

き
く
よ
り
あ
ら
こ
と

く
し
の
ほ
う
し
や
う 

の
い
ひ
や
う
か
な
さ
て
は
そ
れ
か
し
か
ら 

し
や
う
も
ん
へ
え
ま
い
る
ま
し
と
お
も
ひ
た 

ま
へ
る
か
や
た
と
ひ
つ
く
し
の
は
て 

な
り
と
も
き
し
ん
あ
る
と
た
に
い
ふ
な 

ら
は
一
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又
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は
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ひ
と
ま
と
こ
ろ
に
さ
つ
と
い
り
十
文
字 

う
つ
た
る
か
ら
う
と
の
ふ
た
を
あ
け
ひ
お 

と
し
の
よ
ろ
ひ
に
お
な
し
け
の
五
ま 

い
か
ふ
と
の
を
ゝ
し
め
頼
光
よ
り
あ
つ
け 

下
さ
れ
た
る
ひ
さ
ま
る
と
い
ふ
た
ち
を 

も
ち
た
ゝ
一
人
ひ
さ
う
せ
し
れ
ん
せ
ん 

あ
し
け
の
馬
に
き
ん
ふ
く
り
ん
の
く
ら 

を
ゝ
き
ゆ
ら
り
と
う
ち
の
り
一
む
ち
あ 

て
ゝ
み
れ
は
こ
の
こ
ろ
か
ひ
に
か
ふ
た
る
馬 

な
れ
は
む
ち
に
お
と
ろ
き
ひ
ろ
き
大
に 

は
に
を
と
り
い
て
し
り
こ
み
し
て
そ 

は
ね
ま
は
り
け
る
ら
う
と
う
と
も
め
を 

さ
ま
し
こ
れ
は
夜
う
ち
の
い
り
た
る
ら
ん 

と
て
た
ち
な
き
な
た
の
さ
や
は
つ
し 

な
に
事
や
ら
ん
と
ひ
し
め
き
け
り 

つ
な
こ
ゝ
ゑ
に
な
り
い
ひ
け
る
は
あ
は 

て
た
る
も
の
と
も
か
な
た
ち
も
か
た 

な
も
さ
や
に
お
さ
め
よ
我
た
ゝ
い
ま 

御
ま
へ
に
て
ふ
し
き
の
さ
う
ろ
ん
し 

て
と
う
じ
の
羅
し
や
う
も
ん
へ
ゆ
き 

お
に
の
す
か
た
を
み
る
へ
き
な
り
人 

あ
ま
た
に
て
か
な
ふ
ま
し
み
な

く 

こ
れ
に
ま
ち
は
ん
へ
れ
と
て
こ
ま 

の
た
つ
な
を
か
い
く
つ
て
お
も
て 

を
さ
し
て
出
に
け
り
ら
う
と
う
共 

こ
れ
を
き
ゝ
さ
て
も
ゆ
ゝ
し
き 

御
大
事
か
な
た
と
へ
は
は
ん
く
わ
い 

ち
や
う
り
や
う
ほ
と
の
つ
は
も
の
千
き 

万
き
こ
も
る
と
も
人
な
ら
は
お
そ
れ 

た
ま
は
し
き
し
ん
は
つ
う
り
き
し 

さ
い
の
も
の
な
れ
は
い
か
に
も
わ
か
み 

を
へ
ん
し
て
う
た
る
ま
し
こ
の
た 

ひ
の
御
せ
ん
と
な
れ
は
御
と
も
申
へ
き 

と
い
ひ
け
れ
は
つ
な
此
よ
し
き
ゝ
給
ひ 

よ
し
な
き
人
々
の
い
ひ
事
か
な
御
ま 

へ
の
こ
う
ろ
ん
に
を
よ
ひ
身
の
た
と 

ひ
み
ち
ん
に
く
た
か
る
ゝ
と
も
い
た
む
へ 

き
に
あ
ら
す
人
あ
ま
た
く
し
て
ゆ
く 

な
ら
は
の
ち
の
あ
さ
け
り
も
む
ね
ん 

な
る
へ
し
そ
の
う
へ
今
度
大
江
山
の 

き
し
ん
を
み
る
に
ち
ゑ
あ
そ
う
し
て 

た
は
か
り
や
す
し
せ
ん
き
ま
ん
き 

あ
り
と
て
も
た
ち
の
か
ね
の
う
た
れ 

む
ほ
と
は
き
り
と
る
へ
し
わ
か
い
き
ほ 

ひ
を
し
る
な
ら
は
い
か
な
る
き
し
ん 

な
り
と
も
い
つ
へ
き
と
は
お
ほ
え
す 

と
き
う
つ
り
て
は
あ
し
か
り
な
ん
と 

い
ひ
す
て
ゝ
と
ね
り
も
つ
れ
す
た
ゝ 

一
人
し
ゆ
く
し
よ
を
い
て
ゝ
二
て
う
お 

ほ
み
や
を
み
な
み
か
し
ら
に
あ
ゆ
ま 

せ
ゆ
く
す
て
に
九
て
う
あ
た
り
ま 

て
し
つ

く
と
ゆ
き
け
る
か
に
は
か
に 

雨
ふ
り
く
ろ
く
も
お
ほ
ひ
い
ま
ゝ
て 

さ
や
か
な
る
月
も
か
き
く
も
り
し
ん
や
の 

こ
と
し
ゆ
く
へ
き
さ
き
も
し
ら
す
か
へ
る 

へ
き
み
ち
も
わ
す
れ
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さ
れ
と
も
て
ん
か
ふ
さ
う
の
か
う
の
も
の 

な
り
け
れ
は
い
か
て
か
み
さ
る
へ
と
い
か
つ 

ち
の
ひ
ゝ
き
を
し
る
へ
に
て
い
な
ひ
か
り 

を
た
い
ま
つ
と
し
て
こ
ゝ
ろ
し
つ
か
に 

そ
う
ち
よ
せ
け
る
さ
る
ほ
と
に
頼
光 

は
の
こ
る
人

く
と
し
ゆ
え
ん
し
て 

ま
ち
給
ふ
か
い
か
さ
ま
こ
の
雨
の
ふ
り 

や
う
又
い
か
つ
ち
の
ひ
ゞ
き
わ
た
る
は 

つ
な
か
ら
し
や
う
も
ん
へ
ゆ
き
て
き
し
ん 

に
な
や
ま
さ
れ
ぬ
る
と
お
ほ
え
た
り 

此
あ
り
さ
ま
を
し
り
な
か
ら
こ
ゝ
に 

て
ま
た
ん
も
こ
ゝ
ろ
も
な
し
い
さ
や 

わ
た
な
へ
に
ち
か
ら
を
そ
へ
て
と
ら
せ
ん 

と
て
さ
し
き
を
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と
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に
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さ
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か
く
て
つ
な
は
か
や
う
に
人
々
の
う
し
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つ
め
し
て
お
は
し
ま
す
と
は
夢
に
も 

し
ら
す
こ
ま
に
む
ち
う
ち
こ
ゑ
を
そ
へ 

て
か
け
ま
は
り
け
れ
と
も
さ
し
も
の 

名
馬
と
申
な
か
ら
身
ふ
る
ひ
し
い
な
ゝ 

き
て
一
む
ち
う
て
は
や
う

く
二
と
き 

あ
ま
り
に
み
ち
三
町
か
ほ
と
は
せ
つ
き 

て
は
る
か
に
見
あ
け
て
こ
ま
を
ひ 

か
へ
こ
ゝ
ろ
を
し
つ
め
て
く
わ
ん
ね
ん
し 

け
る
か
な
む
や
八
ま
ん
大
ほ
さ
つ
百 

わ
う
ち
ん
し
ゆ
の
し
ん
と
し
て
か
た
し
け 

な
く
も
お
と
こ
山
に
あ
と
を
た
れ
た 

ま
ひ
し
か
る
に
ま
の
あ
た
り
に
て
き 

し
ん
す
ん
て
人
を
な
や
ま
す
を
し
や
う 

ら
ん
あ
ら
す
や
わ
れ
に
ち
か
ら
を
そ
へ
て 

き
し
ん
の
す
か
た
を
見
せ
し
め
給
へ 

と
た
な
こ
ゝ
ろ
を
あ
は
せ
て
き
せ
い
し 

め
を
ひ
ら
き
み
て
あ
れ
は
ら
し
や
う
も
ん 

の
う
ち
に
く
ろ
雲
た
な
ひ
き
く
も 

の
う
ち
よ
り
ひ
か
り
た
ち
て
せ
ん
ま
ん 

の
い
か
つ
ち
な
り
ひ
ゝ
き
て
い
ま
は
い 

き
や
う
の
も
の
ま
な
こ
に
さ
へ
き
り
て 

見
え
に
け
り
い
か
に
き
し
ん
ま
さ 

に
き
け
わ
う
し
や
う
ま
ち
か
き
こ
の 

所
に
す
ん
て
ゆ
き
ゝ
の
人
を
な
や
ま 

す
と
も
わ
か
手
な
み
を
き
ゝ
お
よ
ふ
へ
き 

は
や

く
す
か
た
を
あ
ら
は
し
わ
れ
と 

せ
う
ふ
を
け
つ
せ
よ
と
て
た
ん
し
や
う 

に
と
ひ
あ
か
り
い
き
ほ
ひ
は
ら
つ
て 

ま
ち
か
け
た
り
き
し
ん
こ
の
よ
し
み
る 

よ
り
も
す
こ
し
お
そ
れ
て
ち
か
つ
か 

す
や
ゝ
あ
り
て
か
ら

く
と
う
ち
わ
ら 

ひ
雲
の
う
ち
よ
り
い
ひ
け
る
は
な
ん 

ち
は
よ
り
み
つ
か
う
ち
に
聞
え
た
る 

わ
た
な
へ
の
け
ん
五
つ
な
と
い
う
か
う 

の
も
の
か
や
先
年
た
ん
は
の
大
江 

山
に
て
う
ち
も
ら
さ
れ
そ
の
う
ら
み
を 

さ
ん
せ
ん
か
そ
の
た
め
に
い
ま
此
所
に 

す
み
し
な
り
な
ん
ち
一
人
を
と
ゝ
め
ん 

事
も
の
ゝ
か
す
と
も
お
ほ
え
ぬ
な
り 

な
ん
ち
か
し
う
の
頼
光
を
と
り
し
た 

か
へ
お
に
と
も
の
け
う
や
う
に
ほ
う
せ
ん 

と
つ
ね

く
う
か
ゝ
ひ
ま
つ
處
に
は 

や

く
か
へ
り
て
ら
い
く
わ
う
に
か
た
り
つ
ゝ 

つ
れ
て
來
れ
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よ
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つ
な
此
よ
し
き
ゝ
て
一
人
た
に
も
と
ゝ 

め
え
ぬ
身
に
て
な
に
ほ
と
の
事
の
有 

へ
き
そ
我
な
ん
ち
か
す
か
た
み
ん
た
め 

に
人
々
と
さ
う
ろ
ん
し
て
こ
の
所
に 

來
り
た
り
の
ち
の
せ
う
こ
に
は
な
ん
ち
た 

ち
て
く
れ
よ
い
と
ま
申
て
か
へ
る
と
て 

ら
し
や
う
も
ん
に
う
ち
よ
り
石
た
ん
に 

し
る
し
の
札
を
た
て
を
き
ま
た
こ
そ 

け
ん
さ
ん
に
い
る
へ
し
と
て
馬
の
は
な 

を
ひ
き
む
け
て
む
ち
に
あ
ふ
み
を
あ 

は
せ
は
や
か
へ
ら
ん
と
し
た
り
け
る
う 

し
ろ
よ
り
ら
し
や
う
も
ん
く
つ
れ
か
ゝ
る 

と
お
も
ひ
け
れ
は
そ
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た
け
二
ち
や
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は
か
り
な
る
き
し
ん
な
か
き
手
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さ
し
の
へ
て
ひ
た
り
の
手
に
て
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な
か
か
ふ
と
の
て
へ
ん
を
つ
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み
み
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の
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に
て
馬
の
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く
る
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と
ひ
て
な
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ち
い
つ
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へ
か
へ
る
そ
し
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ら
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と
い
ふ
ま
ゝ
に
と
つ
て
な
け
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し
け
れ
と
も
も
と
よ
り
つ
な
は
大
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か
ら
の
か
う
の
も
の
な
れ
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す
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し
も
さ 

は
か
す
こ
ゝ
ろ
へ
た
り
と
て
ひ
さ
ま
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を
す
る
り
と
ぬ
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ふ
り
あ
け
き
し
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を
き
ら
ん
と
し
け
れ
と
も
大
は
ん
し
や 

く
に
お
さ
る
ゝ
こ
と
く
に
て
は
た
ら
く 

へ
き
や
う
も
な
か
り
け
り
む
さ
ん
や 

つ
な
は
こ
ゝ
ろ
は
た
け
し
と
申
せ
と
も 

み
か
た
の
つ
は
も
の
も
な
か
り
け
れ
は 

す
て
に
き
し
ん
に
ひ
つ
た
て
ら
れ
馬 
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に
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な
か 

り
け
り
さ
れ
と
も
つ
な
の
手
か
ら
の
ほ 

と
は
あ
ら
は
れ
ほ
う
し
や
う
の
い
ひ
し 

こ
と
い
つ
は
り
に
て
あ
ら
さ
る
と 

　
　
　
　
　
　
し
よ
人
の
ふ
し
ん
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
は
れ
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り 

も
ろ
と
も
に
と
り
ひ
し
か
れ
い
ま
は 

さ
い
こ
と
お
も
ひ
け
る
か
つ
な
し
あ
ん 

し
て
か
ふ
と
の
し
の
ひ
の
を
ゝ
き
つ
て 

は
な
ち
も
ち
た
る
太
刀
に
て
馬
の 

を
ゝ
き
つ
て
す
て
け
れ
は
き
し
ん 

お
の
れ
か
ち
か
ら
に
ひ
か
れ
て
大
ほ
く 

を
た
を
す
こ
と
く
に
あ
を
の
け
に 

と
う
と
た
ふ
れ
け
り
お
き
あ
か
ら
ん
と 

し
け
る
所
を
つ
な
と
ん
て
か
ゝ
り
お
さ 

へ
て
く
ひ
を
か
ゝ
む
と
し
け
れ
は
も
の
ゝ 

か
す
と
も
せ
す
し
て
つ
な
か
か
う
へ
を 

つ
か
ん
て
ら
し
や
う
も
ん
の
な
か
は
ま 

て
あ
か
り
け
る
を
さ
け
ら
れ
な
か
ら 

は
ら
ひ
き
り
に
そ
き
つ
た
り
け
る 

き
し
ん
か
み
き
の
手
を
ひ
ち
の
か
ゝ
り 

よ
り
ふ
つ
つ
と
き
り
お
と
し
け
れ
は
ら 

し
や
う
も
ん
の
二
か
い
よ
り
つ
な
は
ま
つ 

さ
か
さ
ま
に
そ
お
ち
に
け
る
石
た
ん 

に
て
か
う
へ
を
つ
き
そ
ん
し
め
く
れ 

こ
ゝ
ろ
も
き
え
け
れ
と
も
し
は
し
い
き 

を
つ
き
け
れ
は
人
こ
ゝ
ち
つ
き
四
は
う 

を
見
ま
は
し
け
れ
は
夜
は
ほ
の

く 

と
あ
け
に
け
り
つ
な
は
む
ま
に
は
な 

れ
て
か
ち
た
ち
に
て 

　
　
　
　
　
　
ほ
う
せ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
こ
そ 

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
た
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け
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頼
光
を
は
し
め
五
人
の
人
々
は
せ
き 

た
り
給
ひ
い
か
に

く
と
の
た
ま
へ
は 

つ
な
は
い
よ

く
ち
か
ら
を
え
て
人

く 

と
う
ち
つ
れ
て
た
か
ひ
に
物
か
た
り
し 

て
き
つ
た
る
鬼
の
手
を
も
ち
て
よ 

ろ
こ
ひ
い
さ
み
て
か
へ
る
と
こ
ろ
に 

ま
た
に
は
か
に
く
も
り
し
ん
や
の
や 

み
に
な
り
に
け
り
人

く
き
も
を
ひ 

や
し
け
れ
は
ら
い
て
ん
お
ち
か
ゝ
り
き 

り
た
る
鬼
の
手
を
う
は
ひ
と
っ
て 

そ
あ
か
り
け
る
む
ね
ん
た
く
ひ
は
な
か 
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け
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さ
れ
と
も
つ
な
の
手
か
ら
の
ほ 
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は
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に
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さ
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も
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と
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ひ
し
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は 

さ
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こ
と
お
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ひ
け
る
か
つ
な
し
あ
ん 

し
て
か
ふ
と
の
し
の
ひ
の
を
ゝ
き
つ
て 

は
な
ち
も
ち
た
る
太
刀
に
て
馬
の 

を
ゝ
き
つ
て
す
て
け
れ
は
き
し
ん 

お
の
れ
か
ち
か
ら
に
ひ
か
れ
て
大
ほ
く 

を
た
を
す
こ
と
く
に
あ
を
の
け
に 

と
う
と
た
ふ
れ
け
り
お
き
あ
か
ら
ん
と 

し
け
る
所
を
つ
な
と
ん
て
か
ゝ
り
お
さ 

へ
て
く
ひ
を
か
ゝ
む
と
し
け
れ
は
も
の
ゝ 

か
す
と
も
せ
す
し
て
つ
な
か
か
う
へ
を 

つ
か
ん
て
ら
し
や
う
も
ん
の
な
か
は
ま 

て
あ
か
り
け
る
を
さ
け
ら
れ
な
か
ら 

は
ら
ひ
き
り
に
そ
き
つ
た
り
け
る 

き
し
ん
か
み
き
の
手
を
ひ
ち
の
か
ゝ
り 

よ
り
ふ
つ
つ
と
き
り
お
と
し
け
れ
は
ら 

し
や
う
も
ん
の
二
か
い
よ
り
つ
な
は
ま
つ 

さ
か
さ
ま
に
そ
お
ち
に
け
る
石
た
ん 

に
て
か
う
へ
を
つ
き
そ
ん
し
め
く
れ 

こ
ゝ
ろ
も
き
え
け
れ
と
も
し
は
し
い
き 

を
つ
き
け
れ
は
人
こ
ゝ
ち
つ
き
四
は
う 

を
見
ま
は
し
け
れ
は
夜
は
ほ
の

く 

と
あ
け
に
け
り
つ
な
は
む
ま
に
は
な 

れ
て
か
ち
た
ち
に
て 

　
　
　
　
　
　
ほ
う
せ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
こ
そ 

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
た
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る 

 

【
羅
城
門
址
を
示
す
標
石
】 

　
　
―
明
治
２８
年
３
月
建
― 



御
伽
草
子
『
羅
生
門
』 

（17） （ 18） 

つ
な
は
き
し
ん
を
う
ち
も
ら
し
ぬ
る
事 

を
む
ね
ん
に
お
も
ひ
其
後
よ
な

く 

ら
し
や
う
も
ん
へ
ゆ
き
て
う
か
ゝ
ひ
け
れ 

と
も
あ
へ
て
ま
な
こ
に
さ
へ
き
る
も
の 

も
な
し
ゆ
き
ゝ
の
み
ち
も
た
や
す
く 

な
り
て
き
し
ん
は
は
や
ほ
ろ
ひ
に 

け
り
と
て
は
ん
み
ん
あ
ん
と
の
お
も 

ひ
を
な
し
に
け
り
そ
れ
よ
り
も
ひ
さ 

丸
と
い
ふ
太
刀
名
を
あ
ら
た
め
て
お
に 

き
り
ま
る
と
そ
な
つ
け
け
り
お
な
し 

き
年
の
夏
の
こ
ろ
ら
い
く
わ
う
き
や 

へ
い
に
を
か
さ
れ
て
し
ん

く
と
こ
し 

な
へ
に
な
ら
ん
と
し
た
ま
ひ
け
り
醫
師 

く
す
り
を
あ
た
へ
け
ん
し
や
か
ち
す
れ 

と
も
さ
ら
に
そ
の
し
る
し
も
な
し
と
き 

く
も
の
く
る
は
し
き
事
の
み
の
た 

ま
ひ
け
る
こ
れ
は
た
ゝ
こ
と
に
あ
ら
し
爰 

か
し
こ
に
て
し
た
か
へ
し
き
し
ん
の
お 

む
り
や
う
と
も
い
ま
頼
光
の
御
身
に 

せ
ま
り
給
ふ
か
や
い
か
さ
ま
大
事
成
へ
し 

と
人
々
お
そ
れ
あ
ひ
け
る
處
に
あ
る
も 

の
来
り
て
申
け
る
は
や
ま
と
の
く
に 

う
た
の
こ
ほ
り
に
大
き
な
る
も
り
有 

こ
の
も
り
に
き
し
ん
す
ん
て
人
を 

な
や
ま
し
う
し
馬
を
と
り
く
ら
ひ 

け
る
と
申
な
り
こ
れ
た
に
し
た
か
へ
給 

は
ゝ
お
に
の
け
ん
そ
く
た
え
て
あ
く
り 

や
う
も
し
り
そ
き
は
ん
へ
ら
ん
と
申
け
れ
は 

頼
光
き
こ
し
め
し
扨
は
よ
な

く
廿 

日
あ
ま
り
や
は
ん
に
お
と
ろ
か
し
け
る 

よ
と
む
ね
ん
に
お
ほ
し
め
し
つ
な
を 

め
し
て
お
ほ
せ
け
る
は
な
ん
ち
や
ま
と 

の
國
に
ゆ
き
て
き
し
ん
を
し
た
か
へ
て 

わ
か
な
ふ
ら
ん
を
や
す
め
候
へ
と
の
た
ま 

へ
は
う
け
給
は
り
候
と
て
い
と
こ
ゝ
ろ 

や
す
く
り
や
う
ち
や
う
申
け
る
ら
い
く
は
う 

う
れ
し
く
お
ほ
し
め
し
家
の
た
か
ら 

な
れ
と
も
な
ん
ち
に
あ
つ
け
は
ん
へ
る 

と
て
ひ
け
き
り
と
い
ふ
御
太
刀
を 

そ
給
は
り
け
る
と
か
や
其
後
つ
な
し 

ゆ
く
し
よ
に
か
へ
り
て
夜
に
ま
き
れ 

か
の
も
り
に
ゆ
き
こ
ゝ
か
し
こ
を
尋 

け
れ
と
も
人
の
し
ゝ
む
ら
は
つ
こ
つ
み 

ち

く
て
有
け
れ
と
も
き
し
ん
の
す
か 

た
は
み
え
さ
り
け
り
木
か
け
に
た 

ち
か
く
れ
物
を
す
ま
し
て
き
ゝ
け
れ
は 

う
し
の
い
き
さ
し
の
こ
と
く
に
う
め 

き
け
る
こ
ゑ
ま
ち
か
く
聞
え
け
れ
と
も 

つ
な
か
あ
た
り
に
も
ち
か
つ
か
す
ま
し 

て
な
や
ま
す
も
の
も
な
か
り
け
り 

さ
る
ほ
と
に
つ
な
は
か
の
も
り
に
三
日 

三
夜
ま
ち
け
れ
と
も
な
に
の
し
る
し
も 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り 

ゐ
　
し 
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つ
な
は
き
し
ん
を
う
ち
も
ら
し
ぬ
る
事 

を
む
ね
ん
に
お
も
ひ
其
後
よ
な

く 

ら
し
や
う
も
ん
へ
ゆ
き
て
う
か
ゝ
ひ
け
れ 

と
も
あ
へ
て
ま
な
こ
に
さ
へ
き
る
も
の 

も
な
し
ゆ
き
ゝ
の
み
ち
も
た
や
す
く 

な
り
て
き
し
ん
は
は
や
ほ
ろ
ひ
に 

け
り
と
て
は
ん
み
ん
あ
ん
と
の
お
も 

ひ
を
な
し
に
け
り
そ
れ
よ
り
も
ひ
さ 

丸
と
い
ふ
太
刀
名
を
あ
ら
た
め
て
お
に 

き
り
ま
る
と
そ
な
つ
け
け
り
お
な
し 

き
年
の
夏
の
こ
ろ
ら
い
く
わ
う
き
や 

へ
い
に
を
か
さ
れ
て
し
ん

く
と
こ
し 

な
へ
に
な
ら
ん
と
し
た
ま
ひ
け
り
醫
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く
す
り
を
あ
た
へ
け
ん
し
や
か
ち
す
れ 

と
も
さ
ら
に
そ
の
し
る
し
も
な
し
と
き 

く
も
の
く
る
は
し
き
事
の
み
の
た 

ま
ひ
け
る
こ
れ
は
た
ゝ
こ
と
に
あ
ら
し
爰 

か
し
こ
に
て
し
た
か
へ
し
き
し
ん
の
お 

む
り
や
う
と
も
い
ま
頼
光
の
御
身
に 

せ
ま
り
給
ふ
か
や
い
か
さ
ま
大
事
成
へ
し 

と
人
々
お
そ
れ
あ
ひ
け
る
處
に
あ
る
も 

の
来
り
て
申
け
る
は
や
ま
と
の
く
に 

う
た
の
こ
ほ
り
に
大
き
な
る
も
り
有 

こ
の
も
り
に
き
し
ん
す
ん
て
人
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な
や
ま
し
う
し
馬
を
と
り
く
ら
ひ 

け
る
と
申
な
り
こ
れ
た
に
し
た
か
へ
給 

は
ゝ
お
に
の
け
ん
そ
く
た
え
て
あ
く
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や
う
も
し
り
そ
き
は
ん
へ
ら
ん
と
申
け
れ
は 

頼
光
き
こ
し
め
し
扨
は
よ
な

く
廿 

日
あ
ま
り
や
は
ん
に
お
と
ろ
か
し
け
る 

よ
と
む
ね
ん
に
お
ほ
し
め
し
つ
な
を 

め
し
て
お
ほ
せ
け
る
は
な
ん
ち
や
ま
と 

の
國
に
ゆ
き
て
き
し
ん
を
し
た
か
へ
て 

わ
か
な
ふ
ら
ん
を
や
す
め
候
へ
と
の
た
ま 

へ
は
う
け
給
は
り
候
と
て
い
と
こ
ゝ
ろ 

や
す
く
り
や
う
ち
や
う
申
け
る
ら
い
く
は
う 

う
れ
し
く
お
ほ
し
め
し
家
の
た
か
ら 

な
れ
と
も
な
ん
ち
に
あ
つ
け
は
ん
へ
る 

と
て
ひ
け
き
り
と
い
ふ
御
太
刀
を 

そ
給
は
り
け
る
と
か
や
其
後
つ
な
し 
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し
よ
に
か
へ
り
て
夜
に
ま
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か
の
も
り
に
ゆ
き
こ
ゝ
か
し
こ
を
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け
れ
と
も
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の
し
ゝ
む
ら
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有
け
れ
と
も
き
し
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の
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た
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え
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り
け
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木
か
け
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か
く
れ
物
を
す
ま
し
て
き
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け
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う
し
の
い
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の
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と
く
に
う
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き
け
る
こ
ゑ
ま
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く
聞
え
け
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と
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つ
な
か
あ
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つ
か
す
ま
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て
な
や
ま
す
も
の
も
な
か
り
け
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さ
る
ほ
と
に
つ
な
は
か
の
も
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に
三
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三
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ま
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と
も
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に
の
し
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つ
な
く
ち
お
し
き
次
第
な
り
わ
れ 

ど
ゝ
の
か
う
み
や
う
を
き
は
め
天
下
に 

あ
ら
は
し
此
た
ひ
も
四
て
ん
わ
う
の 

そ
の
第
一
に
え
ら
は
れ
は
る

く
こ 

れ
ま
て
く
た
り
て
お
に
の
す
み
か
を 

た
つ
ね
い
た
し
し
た
か
へ
す
し
て
か
へ
り 

な
は
ひ
こ
ろ
の
か
う
み
や
う
む
に
な
ら
ん 

そ
の
う
へ
し
よ
人
の
あ
さ
け
り
の
か
れ
か
た
し 

又
は
う
は
い
の
お
も
は
ん
と
こ
ろ
む
ね
ん 

な
り
い
か
ゝ
し
て
た
は
か
ら
ん
と
て 

み
や
こ
に
か
へ
り
つ
く

く
と
あ
ん
し 

け
る
か
も
と
よ
り
わ
か
て
か
ら
た
ひ

く 

に
お
よ
ひ
け
れ
は
き
し
ん
お
そ
れ
て
ち 

か
つ
か
す
と
お
ほ
へ
た
り
か
た
ち
を
女
に 

か
へ
て
た
は
か
る
へ
し
と
お
も
ひ
う
す
け 

し
や
う
に
ま
ゆ
ふ
と
く
は
か
せ
か
ね
く
ろ 

く
つ
け
た
け
の
か
つ
ら
を
か
け
し
ろ
き 

か
つ
き
し
て
ま
た
た
そ
か
れ
と
き
に 

か
の
も
り
の
あ
た
り
を
み
ち
に
ふ
み
ま
よ 

ひ
た
る
け
し
き
に
て
た
と
ろ

く
と
あ 

ゆ
み
け
り
か
ゝ
る
處
に
は
た
ち
は
か
り 

の
女
は
う
の
見
め
か
た
ち
ゆ
ふ
な
る
か
は 

る
か
に
に
し
か
い
た
う
よ
り
き
た
り
て 

い
ひ
け
る
は
御
身
は
い
か
な
る
人
に
て 

お
は
し
ま
す
そ
こ
れ
は
う
だ
の
こ
ほ
り 

の
も
り
と
て
お
そ
ろ
し
き
お
に
の
す
み 

け
る
所
な
り
み
ち
に
ふ
み
ま
よ
ひ
給
は
ゝ 

わ
れ
ら
か
や
と
に
て
夜
を
あ
か
し
夜
あ 

け
て
い
つ
く
へ
も
わ
た
ら
せ
た
ま
へ
と
い
ひ 

け
れ
は
つ
な
は
こ
れ
を
き
ゝ
て
こ
れ
こ
そ
ま 

こ
と
の
お
に
の
へ
ん
け
て
わ
れ
を
た
は 

か
り
け
る
よ
と
お
も
ひ
す
て
に
か
た
な 

の
つ
か
に
手
を
か
け
て
ぬ
き
う
ち
に
せ
ん 

と
お
も
ひ
し
か
い
や

く
も
し
ま
た
さ
も 

な
き
も
の
を
き
る
な
ら
は
ふ
か
く
の
名
を 

と
る
へ
き
と
し
あ
ん
し
て
女
は
う
の
そ 

は
へ
よ
り
う
れ
し
く
も
と
ひ
給
ふ
物
か
な 

我
み
よ
し
の
も
の
に
て
候
か
う
た
の
こ
ほ
り 

に
し
る
人
あ
り
て
た
つ
ね
ま
い
り
候
ひ 

け
る
か
み
ち
に
ふ
み
ま
よ
ひ
て
候
か
ゝ
る 

お
そ
ろ
し
き
所
に
き
た
り
て
候
さ
て
も 

御
身
は
こ
ゝ
も
と
に
て
は
み
な
れ
ぬ
御
す 

か
た
あ
り
さ
ま
に
て
あ
り
い
つ
く
い
か 

な
る
人
に
て
ま
し

く
け
る
と
こ
と 

は
を
や
は
ら
け
て
と
ひ
け
れ
は
い
ま
は 

な
に
を
か
つ
ゝ
む
へ
き
さ
き
に
一
て
う 

も
と
り
は
し
を
夜
ふ
け
て
と
を
り
け 

れ
う
つ
く
し
き
上
ら
う
に
ゆ
き
あ 

ひ
い
つ
く
へ
ゆ
く
そ
と
か
た
ら
ひ
よ
り 

て
み
ち
す
か
ら
物
か
た
り
し
け
る
か
お 

ほ
き
ま
ち
の
は
し
つ
め
に
て
い
さ
や 

わ
か
や
と
へ
つ
れ
て
ゆ
か
ん
と
て
か
き 

い
た
く
と
お
も
ひ
し
に
せ
つ
な
の
あ
ひ 

た
に
こ
の
と
こ
ろ
へ
と
ひ
来
り
み
つ
か
ら 

見
め
か
た
ち
の
う
つ
く
し
き
と
て
た 

す
け
を
き
あ
さ
ゆ
ふ
お
に
ゝ
め
し
つ 

か
は
れ
う
き
め
に
あ
ふ
こ
と
の
か
な
し
さ 

よ
と
て
な
み
た
を
な
か
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
り
け
れ
は 
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つ
な
く
ち
お
し
き
次
第
な
り
わ
れ 

ど
ゝ
の
か
う
み
や
う
を
き
は
め
天
下
に 

あ
ら
は
し
此
た
ひ
も
四
て
ん
わ
う
の 

そ
の
第
一
に
え
ら
は
れ
は
る

く
こ 

れ
ま
て
く
た
り
て
お
に
の
す
み
か
を 

た
つ
ね
い
た
し
し
た
か
へ
す
し
て
か
へ
り 

な
は
ひ
こ
ろ
の
か
う
み
や
う
む
に
な
ら
ん 

そ
の
う
へ
し
よ
人
の
あ
さ
け
り
の
か
れ
か
た
し 

又
は
う
は
い
の
お
も
は
ん
と
こ
ろ
む
ね
ん 

な
り
い
か
ゝ
し
て
た
は
か
ら
ん
と
て 

み
や
こ
に
か
へ
り
つ
く

く
と
あ
ん
し 

け
る
か
も
と
よ
り
わ
か
て
か
ら
た
ひ

く 

に
お
よ
ひ
け
れ
は
き
し
ん
お
そ
れ
て
ち 

か
つ
か
す
と
お
ほ
へ
た
り
か
た
ち
を
女
に 

か
へ
て
た
は
か
る
へ
し
と
お
も
ひ
う
す
け 

し
や
う
に
ま
ゆ
ふ
と
く
は
か
せ
か
ね
く
ろ 

く
つ
け
た
け
の
か
つ
ら
を
か
け
し
ろ
き 

か
つ
き
し
て
ま
た
た
そ
か
れ
と
き
に 

か
の
も
り
の
あ
た
り
を
み
ち
に
ふ
み
ま
よ 

ひ
た
る
け
し
き
に
て
た
と
ろ

く
と
あ 

ゆ
み
け
り
か
ゝ
る
處
に
は
た
ち
は
か
り 

の
女
は
う
の
見
め
か
た
ち
ゆ
ふ
な
る
か
は 

る
か
に
に
し
か
い
た
う
よ
り
き
た
り
て 

い
ひ
け
る
は
御
身
は
い
か
な
る
人
に
て 

お
は
し
ま
す
そ
こ
れ
は
う
だ
の
こ
ほ
り 

の
も
り
と
て
お
そ
ろ
し
き
お
に
の
す
み 

け
る
所
な
り
み
ち
に
ふ
み
ま
よ
ひ
給
は
ゝ 

わ
れ
ら
か
や
と
に
て
夜
を
あ
か
し
夜
あ 

け
て
い
つ
く
へ
も
わ
た
ら
せ
た
ま
へ
と
い
ひ 

け
れ
は
つ
な
は
こ
れ
を
き
ゝ
て
こ
れ
こ
そ
ま 

こ
と
の
お
に
の
へ
ん
け
て
わ
れ
を
た
は 

か
り
け
る
よ
と
お
も
ひ
す
て
に
か
た
な 

の
つ
か
に
手
を
か
け
て
ぬ
き
う
ち
に
せ
ん 

と
お
も
ひ
し
か
い
や

く
も
し
ま
た
さ
も 

な
き
も
の
を
き
る
な
ら
は
ふ
か
く
の
名
を 

と
る
へ
き
と
し
あ
ん
し
て
女
は
う
の
そ 

は
へ
よ
り
う
れ
し
く
も
と
ひ
給
ふ
物
か
な 

我
み
よ
し
の
も
の
に
て
候
か
う
た
の
こ
ほ
り 

に
し
る
人
あ
り
て
た
つ
ね
ま
い
り
候
ひ 

け
る
か
み
ち
に
ふ
み
ま
よ
ひ
て
候
か
ゝ
る 

お
そ
ろ
し
き
所
に
き
た
り
て
候
さ
て
も 

御
身
は
こ
ゝ
も
と
に
て
は
み
な
れ
ぬ
御
す 

か
た
あ
り
さ
ま
に
て
あ
り
い
つ
く
い
か 

な
る
人
に
て
ま
し

く
け
る
と
こ
と 

は
を
や
は
ら
け
て
と
ひ
け
れ
は
い
ま
は 

な
に
を
か
つ
ゝ
む
へ
き
さ
き
に
一
て
う 

も
と
り
は
し
を
夜
ふ
け
て
と
を
り
け 

れ
う
つ
く
し
き
上
ら
う
に
ゆ
き
あ 

ひ
い
つ
く
へ
ゆ
く
そ
と
か
た
ら
ひ
よ
り 

て
み
ち
す
か
ら
物
か
た
り
し
け
る
か
お 

ほ
き
ま
ち
の
は
し
つ
め
に
て
い
さ
や 

わ
か
や
と
へ
つ
れ
て
ゆ
か
ん
と
て
か
き 

い
た
く
と
お
も
ひ
し
に
せ
つ
な
の
あ
ひ 

た
に
こ
の
と
こ
ろ
へ
と
ひ
来
り
み
つ
か
ら 

見
め
か
た
ち
の
う
つ
く
し
き
と
て
た 

す
け
を
き
あ
さ
ゆ
ふ
お
に
ゝ
め
し
つ 

か
は
れ
う
き
め
に
あ
ふ
こ
と
の
か
な
し
さ 

よ
と
て
な
み
た
を
な
か
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
り
け
れ
は 
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さ
し
も
の
つ
な
も
た
は
か
る
と
は
お
も
は 

す
あ
ら
い
た
は
し
の
御
事
か
な
け
に
も 

こ
の
も
り
に
は
お
に
の
す
む
と
人
の
い
ひ 

つ
た
へ
し
は
さ
て
は
い
つ
は
り
な
ら
す
御
身 

お
に
ゝ
し
た
か
ひ
給
は
ゝ
み
つ
か
ら
を
う 

た
の
こ
ほ
り
ま
て
お
く
り
て
た
ひ 

給
へ
う
れ
し
き
人
に
あ
ひ
け
る
も
の 

か
な
と
て
手
に
手
を
く
み
て
扨
も
そ 

の
き
し
ん
は
い
か
な
る
す
か
た
に
て
候
や 

お
に
の
こ
ゝ
ろ
に
も
な
さ
け
あ
り
て
御 

身
を
た
す
け
を
く
こ
そ
や
さ
し 

け
れ
と
み
ち

く
物
か
た
り
し
け
る
か
か 

い
た
う
ち
か

く
と
い
つ
る
と
お
も
ひ
し 

に
な
を
も
り
の
う
ち
ふ
か
く
そ
入
に
け
る 

つ
な
心
に
お
も
ふ
や
う
う
た
か
ひ
な
き 

お
に
な
り
と
す
こ
し
も
ゆ
た
ん
せ
す 

か
た
な
の
つ
か
に
手
を
か
け
て
い
ま
や

く 

と
お
も
ひ
け
れ
と
も
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
た
ぶ 

ら
か
さ
れ
て
も
り
の
う
ち
を
二
三
へ
ん 

あ
る
く
と
お
も
へ
は
く
ろ
く
も
さ
か
り 

て
吹
風
は
け
し
く
な
り
て
身
の 

け
よ
た
つ
て
お
ほ
へ
け
る
か
の
女
に
は 

か
に
た
け
二
ち
や
う
は
か
り
な
る
う
し
お 

に
と
な
つ
て
い
さ
や
わ
か
や
と
へ
と
も 

な
ひ
申
さ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
つ
な
か
か
う 

へ
を
つ
か
ん
て
ち
う
に
ひ
つ
さ
け
て 

の
ほ
り
け
る
つ
な
は
か
ね
て
よ
り
し
ん 

し
た
る
事
な
れ
は
ひ
け
き
り
を
す
る 

り
と
ぬ
き
こ
く
う
を
は
ら
つ
て
き
つ 

た
り
け
り
雲
の
う
ち
に
あ
つ
と
い
ふ 

こ
ゑ
の
こ
り
て
す
か
た
は
み
え
す
な
り 

に
け
り
き
ら
れ
た
る
手
に
て
つ
な 

か
か
う
へ
を
み
ち
ん
に
な
れ
と
つ
か
み
け 

れ
と
も
つ
な
あ
へ
て
い
た
ま
す
お
に 

の
手
も
せ
い
り
き
つ
き
て
か
う
へ
に 

こ
そ
は
と
ゝ
ま
り
け
り
つ
な
は
ま
た 

お
に
を
う
ち
も
ら
し
や
す
か
ら
す
お
も
ひ 

て
そ
の
夜
は
も
り
に
あ
か
し
け
れ
と
も 

か
さ
ね
て
来
る
も
の
も
な
し
い
ま
は
是 

ま
て
な
り
と
て
き
つ
た
る
お
に
の
手 

を
と
り
て
み
れ
は
う
る
し
に
て
ぬ
り
た
る 

こ
と
く
に
ま
つ
く
ろ
な
る
け
お
い
ゆ
び
三 

あ
る
手
な
り
い
せ
ん
の
こ
と
く
に
う
は
は 

れ
し
と
ふ
と
こ
ろ
に
お
さ
め
た
ち
を
ま 

へ
に
あ
て
あ
た
り
の
さ
と
人
を
よ
ひ
い 

た
し
て
し
か

く
の
よ
し
を
申
け
れ
は 

人
々
お
と
ろ
き
さ
て
も
御
手
か
ら
の
ほ 

と
い
ま
に
は
し
め
ぬ
御
事
な
り
と
て
み 

ち
に
て
わ
さ
は
ひ
も
や
あ
ら
ん
す
ら
ん 

と
て
や
ま
と
よ
り
み
や
こ
ま
て
人

く 

に
を
く
ら
れ
て
二
て
う
の
御
し
よ
へ
か
へ 

り
け
る
あ
り
さ
ま
ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り 

け
る
か
く
て
ら
い
く
わ
う
の
御
ま
へ
に 

ま
い
り
く
た
ん
の
よ
し
を
く
は
し
く
申 

あ
け
お
に
の
手
を
御
め
に
か
け
た
れ
は 

ら
い
く
わ
う
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
こ
と
か
き
り 

な
し
さ
て
こ
そ
や
ま
ひ
も
な
を
り
け 

り
な
を
ゆ
た
ん
す
へ
き
に
あ
ら
す
と
て 

天
む
の
は
か
せ
さ
つ
し
よ
を
ひ
ら
き
い
ち 

く
申
け
る
は
お
に
の
手
を
石
の
か
ら
う 

と
に
入
い
ぬ
ゐ
の
す
み
に
く
ら
を
た
て 

こ
れ
に
お
さ
め
か
さ
り
し
て
七
日
の
間
に 

に
ん
わ
う
き
や
う
を
お
こ
た
ら
す
よ
み
た 

ま
へ
は
御
て
ん
の
に
は
に
は
十
二
人
の
と 

の
ゐ
人
を
お
き
て
一
と
き
つ
ゝ
か
は
り
て 

十
二
人
の
は
う
に
む
か
つ
て
ひ
き
め
を 

し
ゆ
こ
し
た
ま
へ
と
う
ら
な
ひ
け
れ
は
は 

か
せ
の
を
し
へ
の
こ
と
く
に
も
ん
こ
を
と
ち 

ふ
ち
や
う
の
も
の
ゝ
出
入
を
か
た
く
い
み
と
の 

ゐ
人
を
十
二
人
す
へ
て 
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さ
し
も
の
つ
な
も
た
は
か
る
と
は
お
も
は 

す
あ
ら
い
た
は
し
の
御
事
か
な
け
に
も 

こ
の
も
り
に
は
お
に
の
す
む
と
人
の
い
ひ 

つ
た
へ
し
は
さ
て
は
い
つ
は
り
な
ら
す
御
身 

お
に
ゝ
し
た
か
ひ
給
は
ゝ
み
つ
か
ら
を
う 

た
の
こ
ほ
り
ま
て
お
く
り
て
た
ひ 

給
へ
う
れ
し
き
人
に
あ
ひ
け
る
も
の 

か
な
と
て
手
に
手
を
く
み
て
扨
も
そ 

の
き
し
ん
は
い
か
な
る
す
か
た
に
て
候
や 

お
に
の
こ
ゝ
ろ
に
も
な
さ
け
あ
り
て
御 

身
を
た
す
け
を
く
こ
そ
や
さ
し 

け
れ
と
み
ち

く
物
か
た
り
し
け
る
か
か 

い
た
う
ち
か

く
と
い
つ
る
と
お
も
ひ
し 

に
な
を
も
り
の
う
ち
ふ
か
く
そ
入
に
け
る 

つ
な
心
に
お
も
ふ
や
う
う
た
か
ひ
な
き 

お
に
な
り
と
す
こ
し
も
ゆ
た
ん
せ
す 

か
た
な
の
つ
か
に
手
を
か
け
て
い
ま
や

く 

と
お
も
ひ
け
れ
と
も
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
た
ぶ 

ら
か
さ
れ
て
も
り
の
う
ち
を
二
三
へ
ん 

あ
る
く
と
お
も
へ
は
く
ろ
く
も
さ
か
り 

て
吹
風
は
け
し
く
な
り
て
身
の 

け
よ
た
つ
て
お
ほ
へ
け
る
か
の
女
に
は 

か
に
た
け
二
ち
や
う
は
か
り
な
る
う
し
お 

に
と
な
つ
て
い
さ
や
わ
か
や
と
へ
と
も 

な
ひ
申
さ
ん
と
い
ふ
ま
ゝ
に
つ
な
か
か
う 

へ
を
つ
か
ん
て
ち
う
に
ひ
つ
さ
け
て 

の
ほ
り
け
る
つ
な
は
か
ね
て
よ
り
し
ん 

し
た
る
事
な
れ
は
ひ
け
き
り
を
す
る 

り
と
ぬ
き
こ
く
う
を
は
ら
つ
て
き
つ 

た
り
け
り
雲
の
う
ち
に
あ
つ
と
い
ふ 

こ
ゑ
の
こ
り
て
す
か
た
は
み
え
す
な
り 

に
け
り
き
ら
れ
た
る
手
に
て
つ
な 

か
か
う
へ
を
み
ち
ん
に
な
れ
と
つ
か
み
け 

れ
と
も
つ
な
あ
へ
て
い
た
ま
す
お
に 

の
手
も
せ
い
り
き
つ
き
て
か
う
へ
に 

こ
そ
は
と
ゝ
ま
り
け
り
つ
な
は
ま
た 

お
に
を
う
ち
も
ら
し
や
す
か
ら
す
お
も
ひ 

て
そ
の
夜
は
も
り
に
あ
か
し
け
れ
と
も 

か
さ
ね
て
来
る
も
の
も
な
し
い
ま
は
是 

ま
て
な
り
と
て
き
つ
た
る
お
に
の
手 

を
と
り
て
み
れ
は
う
る
し
に
て
ぬ
り
た
る 

こ
と
く
に
ま
つ
く
ろ
な
る
け
お
い
ゆ
び
三 

あ
る
手
な
り
い
せ
ん
の
こ
と
く
に
う
は
は 

れ
し
と
ふ
と
こ
ろ
に
お
さ
め
た
ち
を
ま 

へ
に
あ
て
あ
た
り
の
さ
と
人
を
よ
ひ
い 

た
し
て
し
か

く
の
よ
し
を
申
け
れ
は 

人
々
お
と
ろ
き
さ
て
も
御
手
か
ら
の
ほ 

と
い
ま
に
は
し
め
ぬ
御
事
な
り
と
て
み 

ち
に
て
わ
さ
は
ひ
も
や
あ
ら
ん
す
ら
ん 

と
て
や
ま
と
よ
り
み
や
こ
ま
て
人

く 

に
を
く
ら
れ
て
二
て
う
の
御
し
よ
へ
か
へ 

り
け
る
あ
り
さ
ま
ほ
め
ぬ
人
こ
そ
な
か
り 

け
る
か
く
て
ら
い
く
わ
う
の
御
ま
へ
に 

ま
い
り
く
た
ん
の
よ
し
を
く
は
し
く
申 

あ
け
お
に
の
手
を
御
め
に
か
け
た
れ
は 

ら
い
く
わ
う
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
こ
と
か
き
り 

な
し
さ
て
こ
そ
や
ま
ひ
も
な
を
り
け 

り
な
を
ゆ
た
ん
す
へ
き
に
あ
ら
す
と
て 

天
む
の
は
か
せ
さ
つ
し
よ
を
ひ
ら
き
い
ち 

く
申
け
る
は
お
に
の
手
を
石
の
か
ら
う 

と
に
入
い
ぬ
ゐ
の
す
み
に
く
ら
を
た
て 

こ
れ
に
お
さ
め
か
さ
り
し
て
七
日
の
間
に 

に
ん
わ
う
き
や
う
を
お
こ
た
ら
す
よ
み
た 

ま
へ
は
御
て
ん
の
に
は
に
は
十
二
人
の
と 

の
ゐ
人
を
お
き
て
一
と
き
つ
ゝ
か
は
り
て 

十
二
人
の
は
う
に
む
か
つ
て
ひ
き
め
を 

し
ゆ
こ
し
た
ま
へ
と
う
ら
な
ひ
け
れ
は
は 

か
せ
の
を
し
へ
の
こ
と
く
に
も
ん
こ
を
と
ち 

ふ
ち
や
う
の
も
の
ゝ
出
入
を
か
た
く
い
み
と
の 

ゐ
人
を
十
二
人
す
へ
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す
て
に
六
日
に
な
り
に
け
り
わ
た
な 

へ
の
は
ゝ
御
せ
ん
か
は
ち
の
國
た
か
や 

す
の
さ
と
に
お
は
し
け
る
か
し
の
ひ
て 

み
や
こ
に
の
ほ
り
つ
な
の
も
ん
く
わ
い
に 

た
ち
よ
り
門
ほ
と

く
と
た
ゝ
き 

給
ふ
い
か
な
る
人
や
ら
ん
と
た
つ
ね
さ
せ 

け
れ
は
か
は
ち
よ
り
は
ゝ
か
参
り
た
る
と 

の
た
ま
ふ
此
よ
し
か
く
と
申
け
れ
は
頼 

光
き
こ
し
め
し
人
し
て
は
は
ゝ
あ
し 

き
さ
ま
に
こ
ゝ
ろ
へ
給
ふ
こ
と
も
あ
り
な
ん 

と
て
み
つ
か
ら
も
ん
の
き
は
ま
て
た
ち 

出
て
た
ま

く
の
お
ほ
し
め
し
た
ち 

て
御
の
ほ
り
う
れ
し
く
候
へ
と
も
こ
の 

ほ
と
さ
る
し
さ
い
候
ひ
て
七
日
の
物
い
み 

に
て
候
か
け
ふ
は
は
や
六
日
に
な
り
候 

あ
す
は
か
り
に
て
候
へ
は
い
か
な
る
こ
と 

も
か
な
ひ
候
ま
し
こ
よ
ひ
は
い
つ
く
へ 

も
御
こ
し
候
ひ
て
御
や
す
み
候
へ
夜
あ 

け
候
は
ゝ
け
ん
さ
ん
に
い
り
申
へ
し
と 

と
き
こ
え
け
れ
は
は
ゝ
こ
の
よ
し
を
き
こ
し 

め
し
さ
め

く
と
う
ち
な
き
て
ち
か
ら 

お
よ
は
ぬ
事
と
も
な
り
さ
り
な
か
ら 

わ
と
の
は
此
ほ
と
や
ま
ひ
に
を
か
さ
れ 

て
そ
ん
め
い
ふ
ぢ
や
う
と
き
く
な
れ
は 

お
ひ
の
身
の
か
な
し
さ
は
ね
て
も
さ
め 

て
も
御
身
の
事
の
み
お
も
ひ
く
ら
し 

こ
と
に
こ
の
四
五
日
は
う
ち
つ
ゝ
き
夢
み 

も
あ
し
く
候
へ
は
こ
ん
し
や
う
に
て
は
一
た 

ひ
み
え
ま
い
ら
せ
よ
み
ち
を
こ
ゝ
ろ
や
す 

く
せ
ん
た
め
に
か
は
ち
よ
り
は
る

く 

来
る
か
ひ
も
な
く
う
ち
へ
た
に
い
れ
す 

し
て
夜
あ
け
て
あ
は
ん
こ
と
の
う
ら 

め
し
さ
よ
さ
て
も
御
身
は
い
と
け
な
き 

と
き
よ
り
も
ち
ゝ
に
す
て
ら
れ
も 

り
め
の
と
た
に
つ
か
さ
れ
は
み
つ
か
ら 

か
な
し
き
こ
と
に
お
も
ひ
か
た
と
き
も 

は
な
れ
す
あ
ら
き
か
せ
に
も
あ
て
し 

と
そ
た
て
か
み
ほ
と
け
に
も
す
ゑ
は
ん 

し
や
う
と
い
の
り
し
か
は
あ
り
て
ち
ゝ
の 

あ
と
を
つ
き
せ
つ
つ
の
か
み
ら
い
く
わ
う 

と
て
か
く
れ
な
き
大
し
や
う
に
て
あ
め
か 

し
た
に
お
ゐ
て
か
た
を
な
ら
ふ
る
人
も
な
し 

こ
れ
し
か
し
な
か
ら
は
ゝ
か
お
ん
と
く
な
ら 

す
や
こ
の
四
五
年
か
ほ
と
た
か
ひ
に
す
か
た 

を
ま
み
え
ね
は
い
か
は
か
り
こ
ゝ
ろ
も
と
な
く 

お
も
ひ
き
り
や
う
も
す
く
れ
ち
ゝ
に
も
に 

た
る
か
ほ
は
せ
や
ら
ん
と
お
も
ひ
あ
ま
り 

に
ゆ
か
し
く
夜
を
日
に
つ
き
い
そ
け 

と
も
女
の
身
な
れ
は
か
な
は
す
三
日
さ 

き
に
か
は
ち
を
た
ち
り
や
う
の
雲
に 

の
ほ
る
こ
と
く
う
れ
し
く
お
も
ひ
し
に 

い
か
な
る
も
の
ゝ
子
と
む
ま
れ
て
お
や 

の
お
も
ふ
ほ
と
お
も
は
さ
る
事
の
か
な
し 

さ
よ
な
か
い
き
す
れ
は
こ
そ
い
つ
し
か 

子
に
た
に
も
う
と
ま
れ
て
も
ん
の
ほ
と
り 

に
た
ゝ
す
む
い
の
ち
の
ほ
と
の
う
ら
め
し 

さ
よ
と
て
ふ
し
ま
ろ
ひ
て
な
き
給
ふ 

は
や

く
み
つ
か
ら
を
か
い
し
て
こ
の
お 

も
ひ
を
は
ら
し
て
た
ひ
給
へ
と
こ
ゑ
も 

お
し
ま
す
さ
け
ひ
給
へ
は
頼
光
此
よ
し 

き
こ
し
め
し
た
う
り
な
り
こ
と
は
り 

と
て
門
の
ひ
ら
き
て
け
ふ
ま
て
の
物 

い
み
を
む
な
し
く
せ
ん
も
い
か
ゝ
と
お
も 

ひ
あ
す
と
こ
そ
申
つ
れ
こ
な
た
へ
い
ら
せ 

給
へ
と
て
う
ち
ふ
し
て
お
は
し
ま
す
母 

う
へ
を
か
き
い
た
き
さ
し
き
へ
し
や
う
し 
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す
て
に
六
日
に
な
り
に
け
り
わ
た
な 

へ
の
は
ゝ
御
せ
ん
か
は
ち
の
國
た
か
や 

す
の
さ
と
に
お
は
し
け
る
か
し
の
ひ
て 

み
や
こ
に
の
ほ
り
つ
な
の
も
ん
く
わ
い
に 

た
ち
よ
り
門
ほ
と

く
と
た
ゝ
き 

給
ふ
い
か
な
る
人
や
ら
ん
と
た
つ
ね
さ
せ 

け
れ
は
か
は
ち
よ
り
は
ゝ
か
参
り
た
る
と 

の
た
ま
ふ
此
よ
し
か
く
と
申
け
れ
は
頼 

光
き
こ
し
め
し
人
し
て
は
は
ゝ
あ
し 

き
さ
ま
に
こ
ゝ
ろ
へ
給
ふ
こ
と
も
あ
り
な
ん 

と
て
み
つ
か
ら
も
ん
の
き
は
ま
て
た
ち 

出
て
た
ま

く
の
お
ほ
し
め
し
た
ち 

て
御
の
ほ
り
う
れ
し
く
候
へ
と
も
こ
の 

ほ
と
さ
る
し
さ
い
候
ひ
て
七
日
の
物
い
み 

に
て
候
か
け
ふ
は
は
や
六
日
に
な
り
候 

あ
す
は
か
り
に
て
候
へ
は
い
か
な
る
こ
と 

も
か
な
ひ
候
ま
し
こ
よ
ひ
は
い
つ
く
へ 

も
御
こ
し
候
ひ
て
御
や
す
み
候
へ
夜
あ 

け
候
は
ゝ
け
ん
さ
ん
に
い
り
申
へ
し
と 

と
き
こ
え
け
れ
は
は
ゝ
こ
の
よ
し
を
き
こ
し 

め
し
さ
め

く
と
う
ち
な
き
て
ち
か
ら 

お
よ
は
ぬ
事
と
も
な
り
さ
り
な
か
ら 

わ
と
の
は
此
ほ
と
や
ま
ひ
に
を
か
さ
れ 

て
そ
ん
め
い
ふ
ぢ
や
う
と
き
く
な
れ
は 

お
ひ
の
身
の
か
な
し
さ
は
ね
て
も
さ
め 

て
も
御
身
の
事
の
み
お
も
ひ
く
ら
し 

こ
と
に
こ
の
四
五
日
は
う
ち
つ
ゝ
き
夢
み 

も
あ
し
く
候
へ
は
こ
ん
し
や
う
に
て
は
一
た 

ひ
み
え
ま
い
ら
せ
よ
み
ち
を
こ
ゝ
ろ
や
す 

く
せ
ん
た
め
に
か
は
ち
よ
り
は
る

く 

来
る
か
ひ
も
な
く
う
ち
へ
た
に
い
れ
す 

し
て
夜
あ
け
て
あ
は
ん
こ
と
の
う
ら 

め
し
さ
よ
さ
て
も
御
身
は
い
と
け
な
き 

と
き
よ
り
も
ち
ゝ
に
す
て
ら
れ
も 

り
め
の
と
た
に
つ
か
さ
れ
は
み
つ
か
ら 

か
な
し
き
こ
と
に
お
も
ひ
か
た
と
き
も 

は
な
れ
す
あ
ら
き
か
せ
に
も
あ
て
し 

と
そ
た
て
か
み
ほ
と
け
に
も
す
ゑ
は
ん 

し
や
う
と
い
の
り
し
か
は
あ
り
て
ち
ゝ
の 

あ
と
を
つ
き
せ
つ
つ
の
か
み
ら
い
く
わ
う 

と
て
か
く
れ
な
き
大
し
や
う
に
て
あ
め
か 

し
た
に
お
ゐ
て
か
た
を
な
ら
ふ
る
人
も
な
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こ
れ
し
か
し
な
か
ら
は
ゝ
か
お
ん
と
く
な
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や
こ
の
四
五
年
か
ほ
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た
か
ひ
に
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を
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え
ね
は
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こ
ゝ
ろ
も
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き
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く
れ
ち
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に
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は
せ
や
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日
に
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な
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三
日
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雲
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る
も
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と
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も
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の
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よ
な
か
い
き
す
れ
は
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ほ
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い
の
ち
の
ほ
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う
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よ
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て
ふ
し
ま
ろ
ひ
て
な
き
給
ふ 

は
や
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み
つ
か
ら
を
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い
し
て
こ
の
お 

も
ひ
を
は
ら
し
て
た
ひ
給
へ
と
こ
ゑ
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お
し
ま
す
さ
け
ひ
給
へ
は
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光
此
よ
し 

き
こ
し
め
し
た
う
り
な
り
こ
と
は
り 

と
て
門
の
ひ
ら
き
て
け
ふ
ま
て
の
物 

い
み
を
む
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せ
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も
い
か
ゝ
と
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あ
す
と
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と
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そ
れ
よ
り
も
さ
け
さ
か
な
を
と
ゝ
の
へ
て 

は
ゝ
を
な
く
さ
め
給
ひ
け
る
は
ゝ
頼
光 

の
す
か
た
を
う
へ
か
ら
し
も
へ
見
お
ろ
し
て 

さ
て
も
き
り
や
う
こ
つ
か
ら
し
ん
し
や
う 

に
ひ
と
し
く
な
り
給
ふ
も
の
か
な
い
ま
た 

あ
け
ま
き
の
す
か
た
を
の
み
お
も
ひ
い
て 

く
に
の
へ
た
て
ゝ
す
む
事
も
い
か
に
は
ゝ 

を
こ
ひ
し
く
お
ほ
す
ら
ん
と
お
も
ふ
に 

つ
け
て
も
の
ほ
り
し
に
四
五
年
み
さ
る 

そ
の
う
ち
に
か
や
う
に
た
く
ま
し
く
成 

給
ふ
か
や
な
の
ら
す
は
い
か
て
か
わ
か
子
と 

お
も
ふ
へ
き
人
々
の
う
や
ま
ふ
も
こ
と
は
り 

に
て
侍
へ
る
そ
や
御
身
を
み
る
よ
り
も 

ち
ゝ
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
た
さ
れ
て
そ
ゝ
ろ 

に
な
み
た
を
も
よ
ほ
し
け
る
と
て
た
も 

と
を
か
ほ
に
を
し
あ
て
ゝ
さ
め

く
と 

こ
そ
な
か
れ
け
る
頼
光
も
な
み
た
を
な
か
し 

た
ま
ひ
た
ま

く
あ
ひ
み
る
は
ゝ
う
へ
の 

お
ひ
お
と
ろ
へ
て
み
え
給
へ
は
な
み
た
く
み
て 

の
た
ま
ふ
こ
そ
御
こ
と
は
り
に
て
ま
し
ま
す 

こ
の
四
五
年
の
ほ
と
こ
ゝ
か
し
こ
の
う
つ
て
に 

お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
御
み
や
つ
か
ひ
の 

い
と
ま
あ
ら
す
候
へ
は
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
ふ
か
う 

の
も
の
と
ま
か
り
な
り
候
そ
の
う
へ
す 

き
に
し
夏
の
こ
ろ
よ
り
き
し
ん
の
あ 

く
り
や
う
に
お
か
さ
れ
君
も
な
や
み
た 



御
伽
草
子
『
羅
生
門
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（25） （ 26） 

そ
れ
よ
り
も
さ
け
さ
か
な
を
と
ゝ
の
へ
て 

は
ゝ
を
な
く
さ
め
給
ひ
け
る
は
ゝ
頼
光 

の
す
か
た
を
う
へ
か
ら
し
も
へ
見
お
ろ
し
て 

さ
て
も
き
り
や
う
こ
つ
か
ら
し
ん
し
や
う 

に
ひ
と
し
く
な
り
給
ふ
も
の
か
な
い
ま
た 

あ
け
ま
き
の
す
か
た
を
の
み
お
も
ひ
い
て 

く
に
の
へ
た
て
ゝ
す
む
事
も
い
か
に
は
ゝ 

を
こ
ひ
し
く
お
ほ
す
ら
ん
と
お
も
ふ
に 

つ
け
て
も
の
ほ
り
し
に
四
五
年
み
さ
る 

そ
の
う
ち
に
か
や
う
に
た
く
ま
し
く
成 

給
ふ
か
や
な
の
ら
す
は
い
か
て
か
わ
か
子
と 

お
も
ふ
へ
き
人
々
の
う
や
ま
ふ
も
こ
と
は
り 

に
て
侍
へ
る
そ
や
御
身
を
み
る
よ
り
も 

ち
ゝ
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
た
さ
れ
て
そ
ゝ
ろ 

に
な
み
た
を
も
よ
ほ
し
け
る
と
て
た
も 

と
を
か
ほ
に
を
し
あ
て
ゝ
さ
め

く
と 

こ
そ
な
か
れ
け
る
頼
光
も
な
み
た
を
な
か
し 

た
ま
ひ
た
ま

く
あ
ひ
み
る
は
ゝ
う
へ
の 

お
ひ
お
と
ろ
へ
て
み
え
給
へ
は
な
み
た
く
み
て 

の
た
ま
ふ
こ
そ
御
こ
と
は
り
に
て
ま
し
ま
す 

こ
の
四
五
年
の
ほ
と
こ
ゝ
か
し
こ
の
う
つ
て
に 

お
ほ
せ
つ
け
ら
れ
て
御
み
や
つ
か
ひ
の 

い
と
ま
あ
ら
す
候
へ
は
こ
ゝ
ろ
な
ら
す
ふ
か
う 

の
も
の
と
ま
か
り
な
り
候
そ
の
う
へ
す 

き
に
し
夏
の
こ
ろ
よ
り
き
し
ん
の
あ 

く
り
や
う
に
お
か
さ
れ
君
も
な
や
み
た 
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う
つ
事
は
に
ん
け
ん
と
は
い
ひ
か
た
し 

ま
し
て
我
か
子
と
お
も
ふ
へ
き
ひ
と
へ
に 

か
み
佛
と
も
お
か
み
た
て
ま
つ
れ
御 

身
を
子
に
も
ち
て
わ
か
の
ち
の
世
も 

た
の
も
し
く
こ
そ
さ
ふ
ら
へ
と
て
五
つ 

や
み
つ
の
み
と
り
子
を
あ
い
す
る
こ
と
く 

に
ら
い
く
わ
う
に
と
り
つ
き
給
ふ
よ
り 

み
つ
い
と
ゝ
む
つ
ま
し
く
お
も
ひ
ま
こ
と
に 

そ
れ
か
し
ひ
と
へ
に
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
の
つ 

と
め
に
て
も
ち
ゝ
の
ほ
た
ひ
と
ふ
ら
ひ
た 

て
ま
つ
り
は
ゝ
の
は
ん
し
や
う
を
せ
ん 

し
う
は
ん
せ
い
と
こ
そ
い
の
り
さ
ふ
ら
へ 

な
に
し
に
お
ろ
そ
か
に
お
も
ひ
た
て 

ま
つ
る
へ
し
と
む
か
し
を 

　
　
　
　
　
　
お
も
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い
て
ゝ 

ま
ひ
し
を
み
つ
か
ら
に
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ 

し
を
や
す

く
と
き
し
ん
の
う
し
な
ひ 

い
ま
こ
の
七
日
の
物
い
み
も
さ
や
う
の
事 

に
て
候
と
む
か
し
い
ま
の
こ
と
ゝ
も
か
た 

り
給
へ
は
は
ゝ
此
よ
し
を
き
こ
し
め
し 

さ
て
も
お
そ
ろ
し
き
事
を
の
た
ま 

ふ
も
の
か
な
爰
か
し
こ
を
し
た
か
へ
つ
る 

と
は
ま
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
ふ
か
や
お
に
と 

い
ふ
も
の
は
め
い
と
く
わ
う
せ
ん
の
た
ひ
に 

て
し
ゝ
た
る
と
き
こ
そ
あ
ふ
と
は
き
け 

い
ま
こ
の
め
て
た
き
御
よ
に
き
し
ん
い 

て
ゝ
人
を
な
や
ま
す
こ
と
の
ふ
し
き
さ
よ 

そ
の
つ
う
り
き
し
さ
い
の
お
に
を
御
身 

の
こ
ゝ
ろ
ひ
と
つ
に
て
し
た
か
へ
給
ふ
か
や 

御
身
を
う
み
お
と
し
む
つ
き
の
う
ち
に 

て
と
り
そ
た
て
し
そ
の
と
き
は
い
つ
か 

に
せ
め
て
五
つ
に
な
り
竹
馬
に
む
ち 

う
ち
て
我
に
も
見
せ
よ
か
し
と
ね
か
ひ 

し
に
い
つ
の
ま
に
か
人
に
す
く
れ
き
し 

む
を
か
た
き
に
う
け
て
な
ん
な
く
し
た 

か
へ
ん
と
は
い
ま
も
つ
て
お
も
は
れ
す 

む
か
し
を
つ
た
へ
き
く
に
も
も
ろ
こ
し 

の
は
ん
く
わ
い
ち
や
う
り
や
う
は
千
き
万
き 

の
人
を
も
お
そ
れ
す
し
た
か
へ
し
と 

こ
そ
き
け
め
に
み
え
ぬ
お
に
を
た
は
か
り 



御
伽
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う
つ
事
は
に
ん
け
ん
と
は
い
ひ
か
た
し 

ま
し
て
我
か
子
と
お
も
ふ
へ
き
ひ
と
へ
に 

か
み
佛
と
も
お
か
み
た
て
ま
つ
れ
御 

身
を
子
に
も
ち
て
わ
か
の
ち
の
世
も 

た
の
も
し
く
こ
そ
さ
ふ
ら
へ
と
て
五
つ 

や
み
つ
の
み
と
り
子
を
あ
い
す
る
こ
と
く 

に
ら
い
く
わ
う
に
と
り
つ
き
給
ふ
よ
り 

み
つ
い
と
ゝ
む
つ
ま
し
く
お
も
ひ
ま
こ
と
に 

そ
れ
か
し
ひ
と
へ
に
あ
さ
な
ゆ
ふ
な
の
つ 

と
め
に
て
も
ち
ゝ
の
ほ
た
ひ
と
ふ
ら
ひ
た 

て
ま
つ
り
は
ゝ
の
は
ん
し
や
う
を
せ
ん 

し
う
は
ん
せ
い
と
こ
そ
い
の
り
さ
ふ
ら
へ 

な
に
し
に
お
ろ
そ
か
に
お
も
ひ
た
て 

ま
つ
る
へ
し
と
む
か
し
を 
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ま
ひ
し
を
み
つ
か
ら
に
お
ほ
せ
つ
け
ら
れ 

し
を
や
す

く
と
き
し
ん
の
う
し
な
ひ 

い
ま
こ
の
七
日
の
物
い
み
も
さ
や
う
の
事 

に
て
候
と
む
か
し
い
ま
の
こ
と
ゝ
も
か
た 

り
給
へ
は
は
ゝ
此
よ
し
を
き
こ
し
め
し 

さ
て
も
お
そ
ろ
し
き
事
を
の
た
ま 

ふ
も
の
か
な
爰
か
し
こ
を
し
た
か
へ
つ
る 

と
は
ま
こ
と
に
て
さ
ふ
ら
ふ
か
や
お
に
と 

い
ふ
も
の
は
め
い
と
く
わ
う
せ
ん
の
た
ひ
に 

て
し
ゝ
た
る
と
き
こ
そ
あ
ふ
と
は
き
け 

い
ま
こ
の
め
て
た
き
御
よ
に
き
し
ん
い 

て
ゝ
人
を
な
や
ま
す
こ
と
の
ふ
し
き
さ
よ 

そ
の
つ
う
り
き
し
さ
い
の
お
に
を
御
身 

の
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と
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つ
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竹
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か
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か
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い
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ま
に
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人
に
す
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れ
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ん
な
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し
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へ
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か
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り
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し
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す
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り
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て
さ
か
手
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と
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す
き
ま
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な
く
き
り
給
へ
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地
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お
ち
て
つ
ゐ
に
む
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し
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ろ
し
か
り
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の
な
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平
の
中
し
や
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な
か
り
し
に
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の
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し
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な
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を
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と
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ふ
所
よ
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し
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す
の
つ
こ
も
り
か
た
に
と
み
の
こ 

と
ゝ
て
御
ふ
み
あ
り
な
り
ひ
ら
な
に
こ 

と
や
ら
ん
と
お
と
ろ
き
給
ふ
に
哥
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お
ひ
ぬ
れ
は
さ
ら
ぬ
別
れ
の
あ
り
と
い
へ
は 

　
　
い
よ

く
見
ま
く
ほ
し
き
恋
か
な 

と
あ
る
を
み
て
な
り
平
か
き
り
な
く 

か
な
し
く
う
ち
な
き
て
や
か
て
御
返 

事
に
か
く
な
ん 

　
世
の
中
に
さ
ら
ぬ
別
れ
の
な
く
も
か
な 

　
　
ち
よ
も
と
い
の
る
人
の
子
の
た
め 

と
よ
み
け
ん
も
わ
か
身
の
う
へ
に
お
も
ひ 

い
て
ゝ
な
み
た
の
は
し
と
な
り
ぬ
る
と
て 

な
き
し
つ
み
給
へ
は
も
の
ゝ
ふ
の
め
に
も 

な
み
た
の
あ
り
け
る
は
ふ
し
き
な
れ
た
ゝ 

お
ん
あ
ひ
の
み
ち
ほ
と
あ
は
れ
な
る
事
よ 

も
あ
ら
し
と
み
な
も
ろ
と
も
に
な
き
に 

け
り
や
う

く
夜
も
あ
け
な
ん
と
す 

は
ゝ
の
た
ま
ふ
や
う
七
日
の
も
の
い
み
を 

や
ふ
り
わ
れ
に
あ
ひ
た
ま
ふ
こ
そ
う
れ
し 

け
れ
し
か
し
な
か
ら
か
う

く
の
こ
ゝ
ろ
な
れ 

は
い
か
て
か
ふ
つ
し
ん
も
ゆ
る
し
給
は 

さ
ら
ん
い
ま
は
い
と
ま
申
て
か
は
ち
へ
下 

る
へ
し
い
の
ち
つ
れ
な
く
さ
ふ
ら
は
ゝ
ま
た 

こ
そ
ま
い
り
て
見
候
へ
し
と
さ
し
き
を 

た
ち
給
へ
は
頼
光
も
名
こ
り
お
し
み
夜 

あ
け
て
か
へ
ら
せ
給
へ
と
て
た
も
と
に
す
か 

り
給
へ
は
ま
た
さ
し
き
に
な
を
り
さ 

て
も
そ
の
お
に
の
手
と
い
ふ
も
の
は 

い
か
な
る
も
の
に
て
侍
へ
る
そ
や
み
つ 

か
ら
一
め
見
て
こ
ん
し
や
う
の
お
も
ひ
て 

と
も
お
も
ふ
へ
し
か
は
ち
へ
か
へ
り
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も
ん
に
も
つ
た
へ
わ
か
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の
手
か
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の
ほ
と 

お
ひ
の
な
く
さ
み
に
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見
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ほ
し
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な
り
と
の
た
ま
ふ
頼
光
こ
の
よ
し
き
こ
し 

め
し
や
す
き
事
に
て
候
へ
と
も
か
た
く 

ふ
う
し
こ
め
て
を
き
候
へ
は
七
日
す
き 

て
御
め
に
か
く
へ
し
こ
よ
ひ
は
か
な
ひ
候 

ま
し
と
申
さ
れ
け
る
は
ゝ
き
こ
し
め
し 

よ
し

く
そ
れ
も
こ
と
は
り
な
り
み 

す
と
も
こ
と
の
か
く
へ
き
も
の
な
ら
す
や
う 

く
夜
も
あ
け
ぬ
れ
は
い
と
ま
申
て
か
へ 

る
な
り
と
て
さ
も
う
ら
み
か
ほ
に
見
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け
れ
は
頼
光
は
た
え
か
ね
て
や
か
て
ふ
う
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こ
め
た
る
く
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の
う
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よ
り
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の
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と
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て
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そ
の
の
ち
か
の
ひ
け
き
り
を
あ
ら
た
め 

お
に
き
り
と
そ
な
つ
け
け
れ
さ
れ
と
も 

き
つ
さ
き
を
れ
ぬ
れ
は
な
に
の
や
う
に 

か
た
つ
へ
き
と
お
ほ
せ
け
れ
し
か
れ
と
も 

こ
の
つ
る
き
の
ゐ
と
く
に
て
こ
そ
お
ほ
く 

の
お
に
と
も
を
し
た
か
へ
て
世
中
せ
い 

ひ
つ
し
け
れ
い
ま
よ
り
後
の
世
中
い
か
ゝ 

あ
ら
ん
す
ら
ん
と
な
け
き
給
ひ
し
か 

こ
れ
て
ん
か
の
め
い
け
ん
な
れ
は
い
か
さ 

ま
そ
の
し
る
し
の
な
か
ら
ん
や
と
て 

そ
の
こ
ろ
し
ゆ
け
ん
第
一
の
聞
え
あ
り
し 

よ
か
は
の
そ
う
つ
か
く
れ
ん
を
し
や
う 

し
た
て
ま
つ
り
給
ひ
て
た
ん
し
や
う 

に
こ
の
た
ち
を
た
て
を
き
し
め
を
ひ 

き
七
日
か
ち
し
給
ひ
け
れ
は
き
つ
さ
き 

五
寸
お
れ
た
り
け
る
け
ん
に
て
ん
し
や 

う
よ
り
く
り
か
ら
お
り
て
き
つ
さ
き
口 

に
ふ
く
み
つ
き
け
れ
は
た
ち
ま
ち
に
も
と 

の
こ
と
く
一
ふ
り
の
太
刀
と
な
る
ふ
し
き 

な
り
し
事
と
も
な
り
さ
て
こ
の 

ふ
た
つ
の
つ
る
き
源
氏
の
家
に
つ
た 

は
り
て
う
て
き
を
ほ
ろ
ほ
し
な
ひ 

か
ぬ
草
木
も
な
か
り
け
り
さ
て
も 

く
に

く
の
き
し
ん
も
し
つ
ま
り 

人
の
ゆ
き
ゝ
の
か
よ
ひ
し
て
と
し 

く
の
み
つ
き
も
の
も
は
こ
ふ
に
そ 

の
わ
つ
ら
ひ
も
な
く
こ
く
と
は
ん
み
ん 

よ
ろ
こ
ひ
め
て
た
か
り
し
御
世
と
か
や 

こ
れ
し
か
し
な
か
ら
頼
光
の
ふ
り
や 

く
の
ほ
と
そ
の
う
へ
四
人
の
人
々
ほ
う 

し
や
う
た
く
ひ
な
き
つ
は
も
の
つ
き 

そ
ひ
た
ま
ひ
た
る
ゆ
へ
と
か
や
ら
い 

く
わ
う
を
は
し
め
と
し
て
残
り
五
人 
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人
々
も
お
も
ひ

く
に
ち
ぎ
や
う
し 

て
ふ
つ
き
と
さ
か
へ
給
ひ 
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く
の
き
し
ん
も
し
つ
ま
り 

人
の
ゆ
き
ゝ
の
か
よ
ひ
し
て
と
し 

く
の
み
つ
き
も
の
も
は
こ
ふ
に
そ 

の
わ
つ
ら
ひ
も
な
く
こ
く
と
は
ん
み
ん 

よ
ろ
こ
ひ
め
て
た
か
り
し
御
世
と
か
や 

こ
れ
し
か
し
な
か
ら
頼
光
の
ふ
り
や 

く
の
ほ
と
そ
の
う
へ
四
人
の
人
々
ほ
う 

し
や
う
た
く
ひ
な
き
つ
は
も
の
つ
き 

そ
ひ
た
ま
ひ
た
る
ゆ
へ
と
か
や
ら
い 

く
わ
う
を
は
し
め
と
し
て
残
り
五
人 

の
人
々
も
お
も
ひ

く
に
ち
ぎ
や
う
し 

て
ふ
つ
き
と
さ
か
へ
給
ひ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り 
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